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１．　は　じ　め　に

　本研究は，沖縄県におけるスローライフに関わる研究「余暇生活の充実

のためのツール開発に関する研究」の一環として調査研究を行ったもので

ある。近隣諸国の余暇志向を観光に結びつけるための手段として，特に隣

国である韓国の余暇意識を把握すると共に，余暇相談，インテーク時のア

セスメントの重要性を踏まえ，クライエントの余暇生活の現状把握と余暇

生活開発援助の方向性を探るためのアセスメントツール開発の一助とする

ことを目的としている。日本と韓国の比較研究を行うとともに，Weissinger

ら （１９９５）による The Intrinsic Leisure Motivation Scale（以下 ILM）の試

行に準じ，今回韓国版の試作検討を行った。具体的には，Witt ら （１９８８）

の Leisure Diagnostic Battery （以下 LDB）を核とし，理論構成や設問の具

体的表現を参考に５セクションからなるワークシートを作成して，因子構
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造の信頼性，概念の妥当性を検討とともに余暇における退屈さの問題を余

暇に対する意識や態度から把握するために，内発的動機づけの関連性に着

目して検討を行った。

　その結果，日本と韓国は同じ東アジア文化圏に属して入るものの生活風

習や価値基準など異なった文化的側面をもっていることが改めて浮き彫り

にされた。中でも人生や生活の中での喜びや達成感おいて，日本は達成感

や自己把握など他者とは関係なく「自分の心理の内側が充実」することに

喜びを見出す「自分軸」であるのに対し，韓国は自分の能力への自信や自

負などによる「他者から羨望される私」という点に喜びを見出す「他人軸」

であるという違いが見られた。また，韓国版の因子構造の信頼性，概念の

妥当性についても設問項目全体の内的一貫性に対する信頼性は高いとは言

い切れない結果が得られたものの，下位尺度ごとでみる内的一貫性に対す

る信頼性は高いことが認められた。

２．　調　査　概　要

１）　調査対象

　日本及び韓国の国立大学及び私立大の看護・福祉系に在籍する学生を対

象とした。

２）　調査方法と時期

　本研究は，Weissinger ら （１９９５）の定義に基づいて各要素６設問，２４の

設問からなる ILM と１６設問からなる LBS の調査結果から日本と韓国にお

ける余暇意識についての傾向比較と分析を試みた。そのため日本語版を韓

訳し， ５段階回答方式による韓国版のアセスメントシートの試作と試案を

試みた。その結果，得られたデータを Weissinger ら （１９９５）による分析の

手順に従って基礎的統計処理し考察するとともに，尺度開発研究との一貫

性についても比較検証を行っている。

　また訳出にあたっては，現尺度にできるかぎり忠実な逐語訳となるよう
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に検討を重ね，日本の大学生については２００５年７月，韓国の大学生につい

ては２００５年の１０月の講義の時間等の機会を利用して，設問用紙による調査

を行った。

３）　調査内容

　調査内容については，Weissinger ら （１９９５）は，ILM 尺度開発にあたっ

て，余暇における内発的動機づけ傾性を「余暇行動において，内発的報酬

を求める傾性」と定義している。また，この傾性の強さは，個々人では異

なるものであるが，個人の内では比較的安定しており，状況によって変動

することも少ないと述べており，この一連の研究知見にしたがって，内発

的動機を，自決，適正，傾倒，挑戦，退屈，ワクワクの概念（構成要素に

よって把握するもの）から日本と韓国の余暇志向について検証し示唆する

ことを試みるものである。

 自決 *  自己決定は自己のニーズについて明確な自覚（気づき）とこの

ニーズに従い，自由で自立的な決定をしたという願望によって特

徴づけられる。内発的動機において，この要素の得点が高い人は

自身の余暇行動を自ら主体的にコントロールしていると実感を求

める傾向があり，強固な意思を示す。

 適正 *  自己の有能性や能力，技能についての情報を与えてくれるフィー

ドバックへの高い関心によって特徴づけられる。この要素の得点

の高い人は，自分の有能さを感知しようとして，適格な情報を

フィードバックしてくれる余暇行動を選択する傾向がある。

 傾倒 *  疎外や無関心とは無縁の余暇行動への深い関与（傾倒）によって

定義される。この傾向性の強い人は，余暇行動に貴重な意味を見

出しており，生活場面において余暇への傾倒を示す。

 挑戦 *  この要素は，自身の限界を拡大するべく，新たな刺激をもたらす

余暇経験を求める傾向として定義される。この傾向が強い人は，

自身の技術を少し超えるレベルの余暇行動を選択し，この状況を
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緊張や不安をもたらす否定的なものとしてではなく，適度な挑戦

として楽しむ意向がある。

 退屈 **  自己による余暇時間に対する能動性が低く，自身の余暇行動を主

体的にコントロールしようとする意志や興味をあまり持っていな

いことが特徴づけられる。余暇に何をしたらよいかわからない，

ダラダラ寝て過ごすなど，余暇時間を生活の中で“単なる余った

時間”と捉える傾向が見受けられる。

 ワクワク **  余暇に対する期待度が高く，また余暇の存在があることが充実し

て有意義に過ごすことができる重要な要素だと捉えている傾向が

見られる。この得点の高い人は，自身の生活において，時間の有

効活用，自己による生活満足獲得に対する意識が高いことが推測

できる。

　　　　（*Weissinger らの研究による定義に基づく。　** 野村らの研究による定義

に基づく。）

　以上の定義に関する内容にしたがって調査結果から分析を行った。

３．　分　析　結　果

１）　基本統計量からみる考察

①野村氏らの調査と今回日本で実施した調査データを比較し平均値０.５以上

の差が見られた設問は Q１（１.１４），Q２６（１.２７），Q２８（０.８８），Q３１（１.０１），

Q３２（１.６４），Q３３（１.２５），Q４０（０.８２）でありいずれも今回の方が小さな

値をとり尺度分類は「ワクワク」及び「SD 自決」に属するものであった。

②日本と韓国とで比較すると平均値０.５以上の差が見られた設問は Q７

（０.６０），Q９（０.５７），Q２２（０.５４），Q２３（０.５１）でありこれらはいずれも

日本の方が小さな値をとり尺度分類は「CP 適性」に属するものであっ

た。また Q１３（０.７８）は日本の方が大きい値をとり「CM 傾倒」に属して

いる。

③野村らの調査における各設問の平均値をみると Q２９「余暇時間に何をし
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ても無駄である」が１.８３で最小，Q１２「余暇時間は人生において重要」が

４.０２で最大。標準偏差は０.７９～１.２４であり，変動係数を算出すると０.２０３

～０.４４３と比較的安定しており０.４超の設問は３つ（Q２５,２７,２９）いずれ

も「退屈」に属するものであった。

④日本調査における各設問の平均値をみると野村らの調査と同じく Q２９が

１.６４で最小，Q１７「余暇の魅力は自由意志で選ぶこと」が４.２５で最大。

標準偏差は０.８５～１.２５であり，変動係数は０.２０１～０.５５７とやや変動がみ

られ０.４超は１４個，特に係数最大設問は Q２８「もし今，十分なお金を得て

働かなくてもいいことになってもこれからの人生にはワクワクするよう

なことがたくさんあると思う」であり，０.５超は他２つ（Q２７,２９）であっ

た。

⑤韓国調査における各設問の平均値をみると Q１３「余暇も重要だが他の方

が重要」が１.８９で最小，野村らの調査と同じ Q１２が４.１７で最大となって

いる。標準偏差は０.９３～１.５１であり，変動係数は０.２２５～０.６１１と変動が

みられ０.４超は１３個，特に係数最大設問は日本と同じく Q２８であった。

０.５超は他５つ（Q１３,２７,２９,３２,３５）であった。

⑥この調査すべてにおいて Q２８は最も意見の分かれる設問であったことが

うかがえる。これは設問文中に仮定が含まれた長文となっていることに

よる影響もあると思われる。よって本研究で明らかになった研究結果を

基に日本語版の設問に対する課題の克服を含め，原尺度のような細分化

され各因子間の差別化が明確にされる韓国版を再開発する必要性が明ら

かとなった。
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　表１-１　日本　基本統計量
３２１

どちらでもないそれほど思わないそう思わない
３５４８１９自分の思い描くとおりうまくいくQ１

２４.６%
７１.８%

３３.８%
４７.２%

１３.４%
１３.４%

％
累積

４０３５８他の生活面と同様，余暇にも打ち込むQ２
２８.２%
５８.５%

２４.６%
３０.３%

５.６%
５.６%

％
累積

２７２７８余暇に対して自分の考えがあるQ３
１９.０%
４３.７%

１９.０%
２４.６%

５.６%
５.６%

％
累積

４１３５１９余暇の活動での実力発揮のために努力するQ４
２８.９%
６６.９%

２４.６%
３８.０%

１３.４%
１３.４%

％
累積

４５３７１２自分の能力を少し超える余暇活動を好むQ５
３１.７%
６６.２%

２６.１%
３４.５%

８.５%
８.５%

％
累積

３１５４１４思うような過ごし方ができないQ６
２１.８%
６９.７%

３８.０%
４７.９%

９.９%
９.９%

％
累積

５３３９１６余暇を有効活用できると思うQ７
３７.３%
７６.１%

２７.５%
３８.７%

１１.３%
１１.３%

％
累積

４０３４１９余暇活動に没頭するQ８
２８.２%
６５.５%

２３.９%
３７.３%

１３.４%
１３.４%

％
累積

６２３７３１人は私を余暇の達人と見ているQ９
４３.７%
９１.５%

２６.１%
４７.９%

２１.８%
２１.８%

％
累積

５１２３１６手応えのある挑戦的な活動を好むQ１０
３５.９%
６３.４%

１６.２%
２７.５%

１１.３%
１１.３%

％
累積

４８３２１４余暇活動が生活の中心を占めているQ１１
３３.８%
６６.２%

２２.５%
３２.４%

９.９%
９.９%

％
累積

１９５２余暇活動は人生において重要Q１２
１３.４%
１８.３%

３.５%
４.９%

１.４%
１.４%

％
累積

６６４４１３余暇も重要だが，他の方が重要Q１３
４６.５%
８６.６%

３１.０%
４０.１%

９.２%
９.２%

％
累積

２７２３５新しいことに挑戦してみたいQ１４
１９.０%
３８.７%

１６.２%
１９.７%

３.５%
３.５%

％
累積

５０１４２やりがいのある余暇活動が楽しいと思うQ１５
３５.２%
４６.５%

９.９%
１１.３%

１.４%
１.４%

％
累積

６５４１１３余暇活動から自分の有能さを体感Q１６
４５.８%
８３.８%

２８.９%
３８.０%

９.２%
９.２%

％
累積

１７３２余暇の魅力は自由意志で選ぶことQ１７
１２.０%
１５.５%

２.１%
３.５%

１.４%
１.４%

％
累積

４１４０１４難しい余暇活動では楽しめないQ１８
２８.９%
６６.９%

２８.２%
３８.０%

９.９%
９.９%

％
累積

６３１８４余暇活動では妥協したくないQ１９
４４.４%
５９.９%

１２.７%
１５.５%

２.８%
２.８%

％
累積

６０３０８余暇は最も得意とするところだQ２０
４２.３%
６９.０%

２１.１%
２６.８%

５.６%
５.６%

％
累積
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５４
標準偏差平均計無回答そう思う少しそう思う
１.１５５８２.７５３５１４２０１１２９

１００.０%０.０%
１００.０%

７.７%
１００.０%

２０.４%
９２.３%

１.１３９５３.２０４２１４２０２１３８
１００.０%０.０%

１００.０%
１４.８%
１００.０%

２６.８%
８５.２%

１.１７０８３.４４２９１４２２２７５１
１００.０%１.４%

１００.０%
１９.０%
９８.６%

３５.９%
７９.６%

１.２１７８２.９２１４１４２２１７２８
１００.０%１.４%

１００.０%
１２.０%
９８.６%

１９.７%
８６.６%

１.１２３５３.０１４１１４２０１５３３
１００.０%０.０%

１００.０%
１０.６%
１００.０%

２３.２%
８９.４%

１.１６２３２.８０７１１４２２１４２７
１００.０%１.４%

１００.０%
９.９%
９８.６%

１９.０%
８８.７%

１.０９３５２.８２３９１４２０１２２２
１００.０%０.０%

１００.０%
８.５%

１００.０%
１５.５%
９１.５%

１.１９２３２.９３６６１４２０１４３５
１００.０%０.０%

１００.０%
９.９%

１００.０%
２４.６%
９０.１%

０.９８３９２.４１５５１４２０４８
１００.０%０.０%

１００.０%
２.８%

１００.０%
５.６%
９７.２%

１.１６６８３.０９９３１４２１１８３３
１００.０%０.７%

１００.０%
１２.７%
９９.３%

２３.２%
８６.６%

１.１４２０３.０２８２１４２０１６３２
１００.０%０.０%

１００.０%
１１.３%
１００.０%

２２.５%
８８.７%

０.８９６２４.１８３１１４２０６１５５
１００.０%０.０%

１００.０%
４３.０%
１００.０%

３８.７%
５７.０%

０.８８９０２.６６９０１４２０４１５
１００.０%０.０%

１００.０%
２.８%

１００.０%
１０.６%
９７.２%

１.１０２４３.５８８７１４２１３０５６
１００.０%０.７%

１００.０%
２１.１%
９９.３%

３９.４%
７８.２%

０.９５９９３.６０５６１４２０２８４８
１００.０%０.０%

１００.０%
１９.７%
１００.０%

３３.８%
８０.３%

０.９８８８２.７６０６１４２０１０１３
１００.０%０.０%

１００.０%
７.０%

１００.０%
９.２%
９３.０%

０.８５２１４.２４６５１４２０６４５６
１００.０%０.０%

１００.０%
４５.１%
１００.０%

３９.４%
５４.９%

１.１２４９２.９３６６１４２０１２３５
１００.０%０.０%

１００.０%
８.５%

１００.０%
２４.６%
９１.５%

０.９８６５３.３７３２１４２０２２３５
１００.０%０.０%

１００.０%
１５.５%
１００.０%

２４.６%
８４.５%

０.９９１２３.０５６７１４２１１１３２
１００.０%０.７%

１００.０%
７.７%
９９.３%

２２.５%
９１.５%
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３２１

どちらでもないそれほど思わないそう思わない
４６４０１３余暇時間充実のための手段を把握Q２１

３２.４%
６９.７%

２８.２%
３７.３%

９.２%
９.２%

％
累積

６４３２１０余暇活動は私に自信を与えるQ２２
４５.１%
７４.６%

２２.５%
２９.６%

７.０%
７.０%

％
累積

５６３０５余暇は自分の有能さを気付かせてくれるQ２３
３９.４%
６４.１%

２１.１%
２４.６%

３.５%
３.５%

％
累積

２１１０２自分のやりたいことを最優先するQ２４
１４.８%
２３.２%

７.０%
８.５%

１.４%
１.４%

％
累積

４９３０１６余暇時間はダラダラ続くものであるQ２５
３４.５%
６６.９%

２１.１%
３２.４%

１１.３%
１１.３%

％
累積

４８４９２９余暇時間中，自分のことに没頭できるQ２６
３３.８%
８８.７%

３４.５%
５４.９%

２０.４%
２０.４%

％
累積

３３４５４７余暇時間は退屈であるQ２７
２３.２%
８８.０%

３１.７%
６４.８%

３３.１%
３３.１%

％
累積

２５３６５３十分なお金があり働く必要がなくなっても
ワクワクするようなことが沢山ある ％

累積

Q２８
１７.６%
８０.３%

２５.４%
６２.７%

３７.３%
３７.３%

１８３９８０余暇時間に何をしても無駄であるQ２９
１２.７%
９６.５%

２７.５%
８３.８%

５６.３%
５６.３%

％
累積

５０３０２１他に何をやっていいかわからないQ３０
３５.２%
７１.１%

２１.１%
３５.９%

１４.８%
１４.８%

％
累積

５５４８１８余暇時間は私の好奇心を刺激し活発にさせるQ３１
３８.７%
８５.２%

３３.８%
４６.５%

１２.７%
１２.７%

％
累積

３２５９３５余暇体験は人生の重要な一部分であるQ３２
２２.５%
８８.７%

４１.５%
６６.２%

２４.６%
２４.６%

％
累積

４５４６３３余暇時間のことを思うとワクワクするQ３３
３１.７%
８７.３%

３２.４%
５５.６%

２３.２%
２３.２%

％
累積

５２３０２０何かしたいけど何がいいかわからないQ３４
３６.６%
７１.８%

２１.１%
３５.２%

１４.１%
１４.１%

％
累積

３９２５２８余暇時間の大半を寝て過ごしてしまうQ３５
２７.５%
６４.８%

１７.６%
３７.３%

１９.７%
１９.７%

％
累積

４８３４１２新しい活動に挑戦するのが好きであるQ３６
３３.８%
６６.２%

２３.９%
３２.４%

８.５%
８.５%

％
累積

５０２９１７余暇時間中，非常に活動的になるQ３７
３５.２%
６７.６%

２０.４%
３２.４%

１２.０%
１２.０%

％
累積

４９４５３９余暇活動は私の興味をかき立てないQ３８
３４.５%
９３.７%

３１.７%
５９.２%

２７.５%
２７.５%

％
累積

６８２１８余暇技能を多く身につけていないQ３９
４７.９%
６８.３%

１４.８%
２０.４%

５.６%
５.６%

％
累積

４５４３３１余暇時間にはいつも何かすることがあるQ４０
３１.７%
８３.８%

３０.３%
５２.１%

２１.８%
２１.８%

％
累積
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５４
標準偏差平均計無回答そう思う少しそう思う
１.１１８６２.９３６６１４２０１４２９

１００.０%０.０%
１００.０%

９.９%
１００.０%

２０.４%
９０.１%

０.９５４４２.９３６６１４２０７２９
１００.０%０.０%

１００.０%
４.９%

１００.０%
２０.４%
９５.１%

０.９５２４３.１４７９１４２０１０４１
１００.０%０.０%

１００.０%
７.０%

１００.０%
２８.９%
９３.０%

０.９５６３４.０２１１１４２０５０５９
１００.０%０.０%

１００.０%
３５.２%
１００.０%

４１.５%
６４.８%

１.０９１０２.９５０４１４２１９３７
１００.０%０.７%

１００.０%
６.３%
９９.３%

２６.１%
９３.０%

０.９５８２２.３６１７１４２１２１３
１００.０%０.７%

１００.０%
１.４%
９９.３%

９.２%
９７.９%

１.１０８４２.１８３１１４２０６１１
１００.０%０.０%

１００.０%
４.２%

１００.０%
７.７%
９５.８%

１.２４７３２.２４１１１４２１８１９
１００.０%０.７%

１００.０%
５.６%
９９.３%

１３.４%
９３.７%

０.８６１６１.６４０８１４２０１４
１００.０%０.０%

１００.０%
０.７%

１００.０%
２.８%
９９.３%

１.０５９１２.７９４３１４２１３３７
１００.０%０.７%

１００.０%
２.１%
９９.３%

２６.１%
９７.２%

０.９５４６２.５８４５１４２０４１７
１００.０%０.０%

１００.０%
２.８%

１００.０%
１２.０%
９７.２%

０.９５９０２.２１１３１４２０１１５
１００.０%０.０%

１００.０%
０.７%

１００.０%
１０.６%
９９.３%

１.０４９２２.３７３２１４２０５１３
１００.０%０.０%

１００.０%
３.５%

１００.０%
９.２%
９６.５%

１.１３１３２.８６６２１４２０１１２９
１００.０%０.０%

１００.０%
７.７%

１００.０%
２０.４%
９２.３%

１.２１２８２.８２９８１４２１８４１
１００.０%０.７%

１００.０%
５.６%
９９.３%

２８.９%
９３.７%

１.０８４９３.０１４１１４２０１２３６
１００.０%０.０%

１００.０%
８.５%

１００.０%
２５.４%
９１.５%

１.１４６１２.９７１６１４２１１４３１
１００.０%０.７%

１００.０%
９.９%
９９.３%

２１.８%
８９.４%

０.９３４３２.２０４２１４２０１８
１００.０%０.０%

１００.０%
０.７%

１００.０%
５.６%
９９.３%

０.９３３９３.１１９７１４２０９３６
１００.０%０.０%

１００.０%
６.３%

１００.０%
２５.４%
９３.７%

１.０７６０２.４５７７１４２０５１８
１００.０%０.０%

１００.０%
３.５%

１００.０%
１２.７%
９６.５%



広島修大論集　第 ４８ 巻　第１号（人文）

―　　―４２

　表１-２　韓国　基本統計量
３２１

どちらでもないそれほど思わないそう思わない
２０５０７自分の思い描くとおりうまくいくQ１

１５.０%
５７.９%

３７.６%
４２.９%

５.３%
５.３%

％
累積

２１３７４他の生活面と同様，余暇にも打ち込むQ２
１５.８%
４６.６%

２７.８%
３０.８%

３.０%
３.０%

％
累積

１３１５６余暇に対して自分の考えがあるQ３
９.８%
２５.６%

１１.３%
１５.８%

４.５%
４.５%

％
累積

２８３１３余暇の活動での実力発揮のために努力するQ４
２１.１%
４６.６%

２３.３%
２５.６%

２.３%
２.３%

％
累積

３２４９８自分の能力を少し超える余暇活動を好むQ５
２４.１%
６６.９%

３６.８%
４２.９%

６.０%
６.０%

％
累積

２６４２１４思うような過ごし方ができないQ６
１９.５%
６１.７%

３１.６%
４２.１%

１０.５%
１０.５%

％
累積

２５２５８余暇を有効活用できると思うQ７
１８.８%
４３.６%

１８.８%
２４.８%

６.０%
６.０%

％
累積

３３３７１５余暇活動に没頭するQ８
２４.８%
６３.９%

２７.８%
３９.１%

１１.３%
１１.３%

％
累積

４３３６１１人は私を余暇の達人と見ているQ９
３２.３%
６７.７%

２７.１%
３５.３%

８.３%
８.３%

％
累積

２４２７６手応えのある挑戦的な活動を好むQ１０
１８.０%
４２.９%

２０.３%
２４.８%

４.５%
４.５%

％
累積

３３３３６余暇活動が生活の中心を占めているQ１１
２４.８%
５４.１%

２４.８%
２９.３%

４.５%
４.５%

％
累積

１０５４余暇活動は人生において重要Q１２
７.５%
１４.３%

３.８%
６.８%

３.０%
３.０%

％
累積

１９４５５７余暇も重要だが，他の方が重要Q１３
１４.３%
９１.０%

３３.８%
７６.７%

４２.９%
４２.９%

％
累積

２４１９４新しいことに挑戦してみたいQ１４
１８.０%
３５.３%

１４.３%
１７.３%

３.０%
３.０%

％
累積

３７２７７やりがいのある余暇活動が楽しいと思うQ１５
２７.８%
５３.４%

２０.３%
２５.６%

５.３%
５.３%

％
累積

４７２８７余暇活動から自分の有能さを体感Q１６
３５.３%
６１.７%

２１.１%
２６.３%

５.３%
５.３%

％
累積

１７１０５余暇の魅力は自由意志で選ぶことQ１７
１２.８%
２４.１%

７.５%
１１.３%

３.８%
３.８%

％
累積

２４３８２８難しい余暇活動では楽しめないQ１８
１８.０%
６７.７%

２８.６%
４９.６%

２１.１%
２１.１%

％
累積

４１３２６余暇活動では妥協したくないQ１９
３０.８%
５９.４%

２４.１%
２８.６%

４.５%
４.５%

％
累積

５０４４６余暇は最も得意とするところだQ２０
３７.６%
７５.２%

３３.１%
３７.６%

４.５%
４.５%

％
累積
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５４
標準偏差平均計無回答そう思う少しそう思う
１.１０３５３.０１４９１３３０８４８

１００.０%０.０%
１００.０%

６.０%
１００.０%

３６.１%
９４.０%

１.１３３２３.３５８２１３３０２０５１
１００.０%０.０%

１００.０%
１５.０%
１００.０%

３８.３%
８５.０%

１.１１８０３.８４９６１３３１４１５７
１００.０%０.８%

１００.０%
３０.８%
９９.２%

４２.９%
６８.４%

１.０８６８３.４０４６１３３３２１４７
１００.０%２.３%

１００.０%
１５.８%
９７.７%

３５.３%
８２.０%

１.１２３０２.９５５２１３３０１４３０
１００.０%０.０%

１００.０%
１０.５%
１００.０%

２２.６%
８９.５%

１.１７０１２.９１７９１３３０１０４１
１００.０%０.０%

１００.０%
７.５%

１００.０%
３０.８%
９２.５%

１.１５３３３.４３２８１３３０２２５３
１００.０%０.０%

１００.０%
１６.５%
１００.０%

３９.８%
８３.５%

１.１４５１２.９３２８１３３０１０３８
１００.０%０.０%

１００.０%
７.５%

１００.０%
２８.６%
９２.５%

１.１１７２３.００００１３３０１３３０
１００.０%０.０%

１００.０%
９.８%

１００.０%
２２.６%
９０.２%

１.２１１３３.５５２２１３３０３５４１
１００.０%０.０%

１００.０%
２６.３%
１００.０%

３０.８%
７３.７%

１.１０１５３.２５３７１３３０１７４４
１００.０%０.０%

１００.０%
１２.８%
１００.０%

３３.１%
８７.２%

０.９３８１４.１７１６１３３０５４６０
１００.０%０.０%

１００.０%
４０.６%
１００.０%

４５.１%
５９.４%

０.９８９８１.８８７２１３３１２９
１００.０%０.８%

１００.０%
１.５%
９９.２%

６.８%
９７.７%

１.１２５８３.７４４４１３３１３９４６
１００.０%０.８%

１００.０%
２９.３%
９９.２%

３４.６%
６９.９%

１.１３９７３.３３０８１３３１２２３９
１００.０%０.８%

１００.０%
１６.５%
９９.２%

２９.３%
８２.７%

１.０９２４３.２１６４１３３０１８３３
１００.０%０.０%

１００.０%
１３.５%
１００.０%

２４.８%
８６.５%

１.０４５９３.９３２３１３３１４２５８
１００.０%０.８%

１００.０%
３１.６%
９９.２%

４３.６%
６７.７%

１.３０４５２.７３１３１３３０１３３０
１００.０%０.０%

１００.０%
９.８%

１００.０%
２２.６%
９０.２%

１.０９２４３.２１６４１３３０１７３７
１００.０%０.０%

１００.０%
１２.８%
１００.０%

２７.８%
８７.２%

０.９４０８２.８７２２１３３１５２７
１００.０%０.８%

１００.０%
３.８%
９９.２%

２０.３%
９５.５%
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３２１

どちらでもないそれほど思わないそう思わない
３５３９３余暇時間充実のための手段を把握Q２１

２６.３%
５７.９%

２９.３%
３１.６%

２.３%
２.３%

％
累積

３１２４４余暇活動は私に自信を与えるQ２２
２３.３%
４４.４%

１８.０%
２１.１%

３.０%
３.０%

％
累積

３２１２４余暇は自分の有能さを気付かせてくれるQ２３
２４.１%
３６.１%

９.０%
１２.０%

３.０%
３.０%

％
累積

１７１２５自分のやりたいことを最優先するQ２４
１２.８%
２５.６%

９.０%
１２.８%

３.８%
３.８%

％
累積

４０３９１４余暇時間はダラダラ続くものであるQ２５
３０.１%
６９.９%

２９.３%
３９.８%

１０.５%
１０.５%

％
累積

３１５３２８余暇時間中，自分のことに没頭できるQ２６
２３.３%
８４.２%

３９.８%
６０.９%

２１.１%
２１.１%

％
累積

２５４５４０余暇時間は退屈であるQ２７
１８.８%
８２.７%

３３.８%
６３.９%

３０.１%
３０.１%

％
累積

１４２７５２十分なお金があり働く必要がなくなっても
ワクワクするようなことが沢山ある ％

累積

Q２８
１０.５%
６９.９%

２０.３%
５９.４%

３９.１%
３９.１%

２０３５６０余暇時間に何をしても無駄であるQ２９
１５.０%
８６.５%

２６.３%
７１.４%

４５.１%
４５.１%

％
累積

３５２９９他に何をやっていいかわからないQ３０
２６.３%
５４.９%

２１.８%
２８.６%

６.８%
６.８%

％
累積

２０６４３４余暇時間は私の好奇心を刺激し活発にさせるQ３１
１５.０%
８８.７%

４８.１%
７３.７%

２５.６%
２５.６%

％
累積

１２５０５４余暇体験は人生の重要な一部分であるQ３２
９.０%
８７.２%

３７.６%
７８.２%

４０.６%
４０.６%

％
累積

４２４６１７余暇時間のことを思うとワクワクするQ３３
３１.６%
７８.９%

３４.６%
４７.４%

１２.８%
１２.８%

％
累積

３１３１２２何かしたいけど何がいいかわからないQ３４
２３.３%
６３.２%

２３.３%
３９.８%

１６.５%
１６.５%

％
累積

２９３１３９余暇時間の大半を寝て過ごしてしまうQ３５
２１.８%
７４.４%

２３.３%
５２.６%

２９.３%
２９.３%

％
累積

２７４８２８新しい活動に挑戦するのが好きであるQ３６
２０.３%
７７.４%

３６.１%
５７.１%

２１.１%
２１.１%

％
累積

４１４２１３余暇時間中，非常に活動的になるQ３７
３０.８%
７２.２%

３１.６%
４１.４%

９.８%
９.８%

％
累積

３３５２２６余暇活動は私の興味をかき立てないQ３８
２４.８%
８３.５%

３９.１%
５８.６%

１９.５%
１９.５%

％
累積

３９３４８余暇技能を多く身につけていないQ３９
２９.３%
６０.９%

２５.６%
３１.６%

６.０%
６.０%

％
累積

３４３７２７余暇時間にはいつも何かすることがあるQ４０
２５.６%
７３.７%

２７.８%
４８.１%

２０.３%
２０.３%

％
累積
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５４
標準偏差平均計無回答そう思う少しそう思う
１.１０２３３.２２７３１３３２１９３５

１００.０%１.５%
１００.０%

１４.３%
９８.５%

２６.３%
８４.２%

１.０６７３３.４９２５１３３０２２５２
１００.０%０.０%

１００.０%
１６.５%
１００.０%

３９.１%
８３.５%

０.９７８１３.６６６７１３３２２３６０
１００.０%１.５%

１００.０%
１７.３%
９８.５%

４５.１%
８１.２%

１.１０３２３.９７０１１３３０５１４８
１００.０%０.０%

１００.０%
３８.３%
１００.０%

３６.１%
６１.７%

１.０７６０２.８４０９１３３２７３１
１００.０%１.５%

１００.０%
５.３%
９８.５%

２３.３%
９３.２%

１.１０３８２.３９５５１３３０８１３
１００.０%０.０%

１００.０%
６.０%

１００.０%
９.８%
９４.０%

１.２０４１２.３１３４１３３０８１５
１００.０%０.０%

１００.０%
６.０%

１００.０%
１１.３%
９４.０%

１.５１０１２.４６２７１３３０２１１９
１００.０%０.０%

１００.０%
１５.８%
１００.０%

１４.３%
８４.２%

１.２２８２２.０５２２１３３０８１０
１００.０%０.０%

１００.０%
６.０%

１００.０%
７.５%
９４.０%

１.１５４０３.２２９０１３３３１８３９
１００.０%２.３%

１００.０%
１３.５%
９７.７%

２９.３%
８４.２%

１.０１２７２.１６４２１３３０５１０
１００.０%０.０%

１００.０%
３.８%

１００.０%
７.５%
９６.２%

１.０６１０１.９５５２１３３０３１４
１００.０%０.０%

１００.０%
２.３%

１００.０%
１０.５%
９７.７%

１.０４７３２.６６４２１３３０６２２
１００.０%０.０%

１００.０%
４.５%

１００.０%
１６.５%
９５.５%

１.２５６９２.９１７９１３３０１３３６
１００.０%０.０%

１００.０%
９.８%

１００.０%
２７.１%
９０.２%

１.２９０５２.５０００１３３０１０２４
１００.０%０.０%

１００.０%
７.５%

１００.０%
１８.０%
９２.５%

１.２１２３２.５１４９１３３０１１１９
１００.０%０.０%

１００.０%
８.３%

１００.０%
１４.３%
９１.７%

１.０５２８２.８１２０１３３１７２９
１００.０%０.８%

１００.０%
５.３%
９９.２%

２１.８%
９４.０%

１.０７８１２.４１７９１３３０６１６
１００.０%０.０%

１００.０%
４.５%

１００.０%
１２.０%
９５.５%

１.１２９６３.１５６７１３３０１７３５
１００.０%０.０%

１００.０%
１２.８%
１００.０%

２６.３%
８７.２%

１.２１９８２.６６４２１３３０１１２４
１００.０%０.０%

１００.０%
８.３%

１００.０%
１８.０%
９１.７%



広島修大論集　第 ４８ 巻　第１号（人文）

―　　―４６

　表２-１　日本　相関分析

Q８Q７Q６Q５Q４Q３Q２Q１
.２６１ **.５１０ **.３７４ **.０６８ 　.１６５ 　.２３８ **.４５３ **１ 　Q１
.４６４ **.４１６ **.２８０ **.２３０ **.３９５ **.３２５ **１ 　.４５３ **Q２
.２４０ **.３７３ **.０７８ 　.２９８ **.３７５ **１ 　.３２５ **.２３８ **Q３
.２９７ **.２２６ **.０９８ 　.４８２ **１ 　.３７５ **.３９５ **.１６５ 　Q４
.１７５ * .１４６ 　.１０２ 　１ 　.４８２ **.２９８ **.２３０ **.０６８ 　Q５
.２５４ **.２６５ **１ 　.１０２ 　.０９８ 　.０７８ 　.２８０ **.３７４ **Q６
.３５６ **１ 　.２６５ **.１４６ 　.２２６ **.３７３ **.４１６ **.５１０ **Q７
１ 　.３５６ **.２５４ **.１７５ * .２９７ **.２４０ **.４６４ **.２６１ **Q８

.３０７ **.４５１ **.１０９ 　.１４２ 　.３７４ **.２２２ **.３１０ **.３２１ **Q９

.２８２ **.１８７ * .０５０ 　.６４８ **.５３７ **.２３８ **.２５９ **.１３９ 　Q１０

.３２９ **.２８８ **.１５５ 　－.０５０ 　.０８４ 　.１４８ 　.２５２ **.１９３ * Q１１

.２１７ * .０９８ 　.１３６ 　.０５４ 　.１７７ * .１９２ * .２４８ **.１４７ 　Q１２

.０４０ 　.１２９ 　.０６１ 　－.１６６ * －.０９７ 　－.００４ 　.０７４ 　.０７２ 　Q１３

.２０２ * .０７５ 　－.０９０ 　.３７６ **.２１６ * .０４６ 　.０７６ 　－.０８３ 　Q１４

.１８３ * .１４３ 　－.０２８ 　.４３３ **.３４３ **.２１０ * .２５６ **.０５９ 　Q１５

.２３４ **.２０３ * .００２ 　.２３３ **.２３４ **.２１０ * .１７０ * .１４０ 　Q１６

.１６２ 　.０９３ 　.０１１ 　.０８５ 　.０３２ 　.１０４ 　.０９４ 　.１２０ 　Q１７

.１９８ * .２１６ * －.０５３ 　.３６０ **.３４７ **.２５６ **.２５４ **.０７５ 　Q１８

.３４６ **.３２４ **.１３７ 　.２２６ **.２６９ **.２２２ **.３１７ **.１６８ * Q１９

.１０６ 　.２４６ **.１４１ 　－.０２６ 　.０８１ 　.１４２ 　.１２２ 　.１８１ * Q２０

.２１０ * .３７９ **.１７３ * .１１４ 　.１７６ * .２１６ * .３３９ **.２６８ **Q２１

.２１５ * .３４９ **.１６３ 　.３３８ **.２５６ **.１３５ 　.３９７ **.２３６ **Q２２

.２９６ **.３３２ **.０９０ 　.３５６ **.２２０ **.１９４ * .３９０ **.２８５ **Q２３

.１３２ 　－.００３ 　.０２８ 　－.１８５ * －.０９１ 　.０１４ 　－.０１０ 　.１３３ 　Q２４
－.１８８ * －.２４８ **－.０４２ 　－.２２７ **－.３０７ **－.１５５ 　－.２８４ **－.１０６ 　Q２５
－.３４６ **－.１０８ 　－.０７６ 　.０６８ 　.０４６ 　－.０９１ 　－.１７３ * －.１８９ * Q２６
－.０８８ 　－.１８４ * －.１９０ * －.１０５ 　－.１００ 　－.１８６ * －.１４８ 　－.０４２ 　Q２７
－.１８０ * －.０９９ 　－.０３４ 　－.００５ 　－.０７３ 　－.０７１ 　－.１８９ * －.０３９ 　Q２８
－.０８４ 　－.０６８ 　－.１９３ * .００５ 　.０２８ 　－.１９３ * －.０５５ 　－.０２５ 　Q２９
－.２７６ **－.３２７ **－.２８９ **.０６８ 　－.０５３ 　－.２４９ **－.２０１ * －.２８０ **Q３０
－.２４１ **－.２１３ * －.２３７ **－.１１４ 　－.２０６ * －.２５２ **－.３３９ **－.２８０ **Q３１
－.１４３ 　－.０３２ 　－.１３９ 　－.０３６ 　－.１７０ * －.１８３ * －.２９３ **－.２６０ **Q３２
－.１９６ * －.１５２ 　－.２１９ **.１６４ 　.００７ 　－.２０７ * －.２３０ **－.１５８ 　Q３３
－.２２２ **－.２９４ **－.３１０ **－.０１５ 　－.１９６ * －.２２８ **－.２９２ **－.３４５ **Q３４
－.０８７ 　－.２９７ **－.１１３ 　－.０７８ 　－.２２４ **－.２１７ * －.２４２ **－.２４３ **Q３５
－.２４１ **－.１９５ * －.００４ 　－.４１３ **－.３１０ **－.１５１ 　－.３２４ **－.１３９ 　Q３６
－.２６７ **－.３００ **－.１１６ 　－.０８３ 　－.０９５ 　－.１７０ * －.２６３ **－.１８８ * Q３７
－.１８６ * －.３１２ **－.１７７ * －.１１１ 　－.１６９ * －.２６９ **－.４１３ **－.２３５ **Q３８
－.２４２ **－.３０６ **－.２３１ **－.２６５ **－.３５１ **－.１９３ * －.２３０ **－.２２２ **Q３９
－.１９３ * －.３２３ **－.２９０ **－.１２３ 　－.０９８ 　－.３４０ **－.２２１ **－.２１１ * Q４０

.３６６ **.５０９ **.５４０ **.１７０ * .２４８ **.５３３ **.４７２ **.６７１ **自　決

.４１３ **.７０１ **.２１６ * .３１１ **.３６６ **.３４０ **.４８１ **.４５８ **適　性

.７１６ **.４６９ **.２９８ **.１４４ 　.３３１ **.３２３ **.６９２ **.３７７ **傾　倒

.３０４ **.２２６ **.０１０ 　.７５９ **.７０３ **.３４１ **.３４７ **.０８５ 　挑　戦
－.２６３ **－.３９４ **－.２９４ **－.１４６ 　－.２７２ **－.３２０ **－.３６０ **－.２８６ **退　屈
－.３７５ **－.２９６ **－.２３２ **－.１２４ 　－.１８４ * －.２９６ **－.４１４ **－.２９４ **ワクワク

.３７０ **.３６９ **.１１７ 　.４５７ **.４４６ **.２８２ **.３７２ **.２９３ **全　体

 ** 相関係数は １% 水準で有意 （両側） です。
  * 相関係数は ５% 水準で有意 （両側） です。
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Q１６Q１５Q１４Q１３Q１２Q１１Q１０Q９
.１４０ 　.０５９ 　－.０８３ 　.０７２ 　.１４７ 　.１９３ * .１３９ 　.３２１ **
.１７０ * .２５６ **.０７６ 　.０７４ 　.２４８ **.２５２ **.２５９ **.３１０ **
.２１０ * .２１０ * .０４６ 　－.００４ 　.１９２ * .１４８ 　.２３８ **.２２２ **
.２３４ **.３４３ **.２１６ * －.０９７ 　.１７７ * .０８４ 　.５３７ **.３７４ **
.２３３ **.４３３ **.３７６ **－.１６６ * .０５４ 　－.０５０ 　.６４８ **.１４２ 　
.００２ 　－.０２８ 　－.０９０ 　.０６１ 　.１３６ 　.１５５ 　.０５０ 　.１０９ 　
.２０３ * .１４３ 　.０７５ 　.１２９ 　.０９８ 　.２８８ **.１８７ * .４５１ **
.２３４ **.１８３ * .２０２ * .０４０ 　.２１７ * .３２９ **.２８２ **.３０７ **
.２７１ **.２１２ * －.０１８ 　－.０２８ 　.１３０ 　.２８６ **.１８７ * １ 　
.３０１ **.４１７ **.５３８ **－.１０６ 　.１８１ * .０６７ 　１ 　.１８７ * 
.１００ 　.００４ 　－.０２５ 　.００２ 　.３８３ **１ 　.０６７ 　.２８６ **
.０４２ 　.２６６ **.２１９ **－.０６６ 　１ 　.３８３ **.１８１ * .１３０ 　
－.０７５ 　－.１３７ 　－.１８９ * １ 　－.０６６ 　.００２ 　－.１０６ 　－.０２８ 　

.２４５ **.４０７ **１ 　－.１８９ * .２１９ **－.０２５ 　.５３８ **－.０１８ 　

.３５６ **１ 　.４０７ **－.１３７ 　.２６６ **.００４ 　.４１７ **.２１２ * 
１ 　.３５６ **.２４５ **－.０７５ 　.０４２ 　.１００ 　.３０１ **.２７１ **

.１２９ 　.１６３ 　.２１３ * －.００４ 　.０９８ 　－.０２２ 　.１５５ 　－.０１３ 　

.２８６ **.３７７ **.２４０ **－.０９９ 　.０８２ 　.０３５ 　.４０１ **.１６５ 　

.１０７ 　.２１６ * .２４８ **.００４ 　.２９１ **.２５５ **.２７８ **.２１２ * 

.１０１ 　.０１７ 　.０１５ 　.１３５ 　.１０１ 　.３６３ **.０３２ 　.１６６ * 

.１４０ 　.１２８ 　.０７９ 　－.０５０ 　.２４５ **.３５１ **.０８１ 　.２５０ **

.２１７ * .２５１ **.１５６ 　－.００８ 　.１３８ 　.１９７ * .２５０ **.２５５ **

.２３４ **.３５１ **.２６７ **－.０２６ 　.１２６ 　.１９２ * .３５３ **.２４４ **

.０６５ 　.００９ 　.０７６ 　.００８ 　.０６２ 　.２３３ **－.０１５ 　－.００２ 　

.１８７ * －.０４０ 　－.０６７ 　－.０３９ 　－.０８５ 　.０９３ 　－.１８５ * －.１０８ 　
－.１４４ 　－.２２６ **－.１４４ 　－.０９５ 　－.３２６ **－.２３８ **－.０４１ 　－.０２３ 　
－.００５ 　－.１１２ 　.０１６ 　－.０３２ 　－.０３４ 　.０６３ 　－.０１５ 　.０２７ 　
－.０４４ 　－.０７０ 　－.０２９ 　－.０３２ 　－.１６０ 　－.１３５ 　－.０１２ 　－.１４６ 　

.１４０ 　－.０４４ 　－.００７ 　－.０２７ 　－.１１６ 　－.０１８ 　.０３５ 　.１８６ * 

.１１６ 　.０５８ 　.１２０ 　－.１３２ 　－.０６７ 　－.１１３ 　.０８０ 　－.０５５ 　
－.１０６ 　－.０７２ 　－.０５３ 　.０１２ 　－.１４３ 　－.２２３ **－.１５４ 　－.１５５ 　
－.１４８ 　－.２４８ **－.１１９ 　.０２４ 　－.３４２ **－.２１３ * －.１５９ 　－.０６４ 　
－.１８０ * －.０３６ 　.０３０ 　－.０１９ 　－.１１１ 　－.１５７ 　.０９８ 　－.０６９ 　

.０５４ 　－.０１０ 　.１５２ 　－.０９４ 　－.１５８ 　－.１２９ 　.０１５ 　－.０７７ 　
－.０２８ 　－.１３２ 　.００１ 　－.０４５ 　－.０８２ 　－.０２８ 　－.１４５ 　－.２０７ * 
－.２６８ **－.３５６ **－.５１３ **－.０４７ 　－.３１６ **－.１３８ 　－.５５４ **－.１７２ * 
－.０６３ 　－.０７５ 　－.１７９ * －.１４９ 　－.０４３ 　－.１５７ 　－.１０５ 　－.１７９ * 
－.１０８ 　－.２１０ * －.１００ 　.０８２ 　－.２４０ **－.１９８ * －.１０４ 　－.１２４ 　
－.１６１ 　－.２０８ * －.０６９ 　.０４０ 　－.００９ 　.００３ 　－.２６１ **－.２５５ **
－.０４３ 　－.０４４ 　－.０２２ 　.０３３ 　－.２１３ * －.０６８ 　－.０５９ 　－.１２７ 　

.１９５ * .１７６ * .０４１ 　.０１３ 　.２８４ **.３２３ **.１８４ * .２８３ **

.５３３ **.３４０ **.１９０ * .０４８ 　.１６２ 　.３８０ **.３４５ **.６３３ **

.１７７ * .２２５ **.１５４ 　.２６０ **.５６４ **.６４８ **.２８１ **.３６１ **

.３８１ **.６７２ **.６４６ **－.１７４ * .２１１ * .０３０ 　.８３３ **.２５３ **

.０３７ 　－.１４４ 　.０２１ 　－.０３６ 　－.１４９ 　－.０６４ 　－.１０８ 　－.１４０ 　
－.２０４ * －.２２１ **－.２１５ * －.０５１ 　－.３２２ **－.２６３ **－.２０３ * －.２０１ * 

.４３９ **.４１１ **.３５３ **－.００８ 　.２３２ **.３４９ **.５４４ **.４２１ **
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Q２４Q２３Q２２Q２１Q２０Q１９Q１８Q１７
.１３３ 　.２８５ **.２３６ **.２６８ **.１８１ * .１６８ * .０７５ 　.１２０ 　Q１
－.０１０ 　.３９０ **.３９７ **.３３９ **.１２２ 　.３１７ **.２５４ **.０９４ 　Q２

.０１４ 　.１９４ * .１３５ 　.２１６ * .１４２ 　.２２２ **.２５６ **.１０４ 　Q３
－.０９１ 　.２２０ **.２５６ **.１７６ * .０８１ 　.２６９ **.３４７ **.０３２ 　Q４
－.１８５ * .３５６ **.３３８ **.１１４ 　－.０２６ 　.２２６ **.３６０ **.０８５ 　Q５

.０２８ 　.０９０ 　.１６３ 　.１７３ * .１４１ 　.１３７ 　－.０５３ 　.０１１ 　Q６
－.００３ 　.３３２ **.３４９ **.３７９ **.２４６ **.３２４ **.２１６ * .０９３ 　Q７

.１３２ 　.２９６ **.２１５ * .２１０ * .１０６ 　.３４６ **.１９８ * .１６２ 　Q８
－.００２ 　.２４４ **.２５５ **.２５０ **.１６６ * .２１２ * .１６５ 　－.０１３ 　Q９
－.０１５ 　.３５３ **.２５０ **.０８１ 　.０３２ 　.２７８ **.４０１ **.１５５ 　Q１０

.２３３ **.１９２ * .１９７ * .３５１ **.３６３ **.２５５ **.０３５ 　－.０２２ 　Q１１

.０６２ 　.１２６ 　.１３８ 　.２４５ **.１０１ 　.２９１ **.０８２ 　.０９８ 　Q１２

.００８ 　－.０２６ 　－.００８ 　－.０５０ 　.１３５ 　.００４ 　－.０９９ 　－.００４ 　Q１３

.０７６ 　.２６７ **.１５６ 　.０７９ 　.０１５ 　.２４８ **.２４０ **.２１３ * Q１４

.００９ 　.３５１ **.２５１ **.１２８ 　.０１７ 　.２１６ * .３７７ **.１６３ 　Q１５

.０６５ 　.２３４ **.２１７ * .１４０ 　.１０１ 　.１０７ 　.２８６ **.１２９ 　Q１６

.３７７ **.１３８ 　.１４１ 　.１８０ * .２０３ * .２９５ **.０３９ 　１ 　Q１７
－.１３１ 　.２６０ **.１４８ 　.０２５ 　.０３６ 　.１８１ * １ 　.０３９ 　Q１８

.０９７ 　.２４３ **.２８９ **.３３０ **.３６１ **１ 　.１８１ * .２９５ **Q１９

.１４９ 　.０５９ 　.２３２ **.４７４ **１ 　.３６１ **.０３６ 　.２０３ * Q２０

.０６１ 　.２３５ **.３６２ **１ 　.４７４ **.３３０ **.０２５ 　.１８０ * Q２１

.０３３ 　.７０５ **１ 　.３６２ **.２３２ **.２８９ **.１４８ 　.１４１ 　Q２２

.０３５ 　１ 　.７０５ **.２３５ **.０５９ 　.２４３ **.２６０ **.１３８ 　Q２３
１ 　.０３５ 　.０３３ 　.０６１ 　.１４９ 　.０９７ 　－.１３１ 　.３７７ **Q２４

.２６１ **－.１９２ * －.２０９ * －.１１３ 　.０１０ 　－.２８０ **－.２４２ **－.０２５ 　Q２５
－.１９３ * －.１９７ * －.０７６ 　－.２９０ **－.２２９ **－.２３９ **－.０７４ 　－.２４７ **Q２６

.００３ 　－.１７４ * －.２７７ **－.１５１ 　－.１２１ 　－.０９５ 　－.１２７ 　－.１１６ 　Q２７
－.０６０ 　.０４３ 　－.１００ 　－.３９７ **－.１６８ * －.２０６ * －.００７ 　－.２２３ **Q２８
－.０４２ 　.００５ 　－.０２８ 　－.２５２ **－.１３５ 　－.１５８ 　－.０６０ 　－.２０７ * Q２９
－.２２０ **－.１０４ 　－.０９６ 　－.４１０ **－.２５４ **－.２３１ **－.０５０ 　－.１４２ 　Q３０
－.１６９ * －.１８２ * －.２１６ * －.４５０ **－.３１４ **－.２３３ **－.１１１ 　－.２１３ * Q３１
－.２１４ * －.１９８ * －.２８０ **－.３７１ **－.２８４ **－.２８６ **－.１２６ 　－.２０３ * Q３２
－.１４２ 　－.１６９ * －.１６７ * －.２７６ **－.１９２ * －.２４５ **－.０４６ 　－.１６７ * Q３３

.０６８ 　－.１４６ 　－.１５２ 　－.４６６ **－.２６３ **－.２４１ **－.１２４ 　－.１２７ 　Q３４

.１０１ 　－.１７５ * －.１３２ 　－.２４９ **－.１７２ * －.２３２ **－.２０８ * .０５５ 　Q３５
－.０２１ 　－.３４５ **－.３３５ **－.１７５ * －.１４２ 　－.４２９ **－.４００ **－.２５７ **Q３６
－.０５８ 　－.２１８ **－.２６８ **－.４０８ **－.３２３ **－.４１３ **－.０５７ 　－.１６１ 　Q３７
－.０９２ 　－.２５７ **－.２６４ **－.３７４ **－.２５３ **－.２９１ **－.２７８ **－.２４２ **Q３８

.０２１ 　－.２５１ **－.２９４ **－.２３０ **－.１３０ 　－.２３４ **－.４３８ **－.０８２ 　Q３９
－.０３７ 　－.１６３ 　－.２１３ * －.３０６ **－.３０７ **－.３４２ **－.２０４ * －.０５４ 　Q４０

.４２１ **.２９１ **.３２７ **.５９５ **.３８１ **.３７４ **.０７１ 　.４７３ **自　決

.０７８ 　.６７２ **.７３２ **.４８４ **.４８１ **.３９８ **.２８４ **.１７７ * 適　性

.１５２ 　.３６１ **.３５７ **.４１２ **.３３３ **.６２０ **.１９５ * .１７４ * 傾　倒
－.０８１ 　.３９９ **.３１２ **.１５２ 　.０３８ 　.３２８ **.６３２ **.１３９ 　挑　戦

.０２８ 　－.２５６ **－.２７９ **－.４３６ **－.２４９ **－.３４５ **－.２９６ **－.１６７ * 退　屈
－.１７２ * －.２９３ **－.３４５ **－.５５１ **－.３９７ **－.４９８ **－.２１７ * －.３２４ **ワクワク

.１２７ 　.３９９ **.３５１ **.１０７ 　.１２９ 　.２３５ **.２４１ **.１１４ 　全　体
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Q３２Q３１Q３０Q２９Q２８Q２７Q２６Q２５
－.２６０ **－０.２８０ **－０.２８０ **－０.０２５ 　－０.０３９ 　－０.０４２ 　－０.１８９ * －０.１０６ 　
－.２９３ **－.３３９ **－.２０１ * －.０５５ 　－.１８９ * －.１４８ 　－.１７３ * －.２８４ **
－.１８３ * －.２５２ **－.２４９ **－.１９３ * －.０７１ 　－.１８６ * －.０９１ 　－.１５５ 　
－.１７０ * －.２０６ * －.０５３ 　.０２８ 　－.０７３ 　－.１００ 　.０４６ 　－.３０７ **
－.０３６ 　－.１１４ 　.０６８ 　.００５ 　－.００５ 　－.１０５ 　.０６８ 　－.２２７ **
－.１３９ 　－.２３７ **－.２８９ **－.１９３ * －.０３４ 　－.１９０ * －.０７６ 　－.０４２ 　
－.０３２ 　－.２１３ * －.３２７ **－.０６８ 　－.０９９ 　－.１８４ * －.１０８ 　－.２４８ **
－.１４３ 　－.２４１ **－.２７６ **－.０８４ 　－.１８０ * －.０８８ 　－.３４６ **－.１８８ * 
－.０６４ 　－.１５５ 　－.０５５ 　.１８６ * －.１４６ 　.０２７ 　－.０２３ 　－.１０８ 　
－.１５９ 　－.１５４ 　.０８０ 　.０３５ 　－.０１２ 　－.０１５ 　－.０４１ 　－.１８５ * 
－.２１３ * －.２２３ **－.１１３ 　－.０１８ 　－.１３５ 　.０６３ 　－.２３８ **.０９３ 　
－.３４２ **－.１４３ 　－.０６７ 　－.１１６ 　－.１６０ 　－.０３４ 　－.３２６ **－.０８５ 　

.０２４ 　.０１２ 　－.１３２ 　－.０２７ 　－.０３２ 　－.０３２ 　－.０９５ 　－.０３９ 　
－.１１９ 　－.０５３ 　.１２０ 　－.００７ 　－.０２９ 　.０１６ 　－.１４４ 　－.０６７ 　
－.２４８ **－.０７２ 　.０５８ 　－.０４４ 　－.０７０ 　－.１１２ 　－.２２６ **－.０４０ 　
－.１４８ 　－.１０６ 　.１１６ 　.１４０ 　－.０４４ 　－.００５ 　－.１４４ 　.１８７ * 
－.２０３ * －.２１３ * －.１４２ 　－.２０７ * －.２２３ **－.１１６ 　－.２４７ **－.０２５ 　
－.１２６ 　－.１１１ 　－.０５０ 　－.０６０ 　－.００７ 　－.１２７ 　－.０７４ 　－.２４２ **
－.２８６ **－.２３３ **－.２３１ **－.１５８ 　－.２０６ * －.０９５ 　－.２３９ **－.２８０ **
－.２８４ **－.３１４ **－.２５４ **－.１３５ 　－.１６８ * －.１２１ 　－.２２９ **.０１０ 　
－.３７１ **－.４５０ **－.４１０ **－.２５２ **－.３９７ **－.１５１ 　－.２９０ **－.１１３ 　
－.２８０ **－.２１６ * －.０９６ 　－.０２８ 　－.１００ 　－.２７７ **－.０７６ 　－.２０９ * 
－.１９８ * －.１８２ * －.１０４ 　.００５ 　.０４３ 　－.１７４ * －.１９７ * －.１９２ * 
－.２１４ * －.１６９ * －.２２０ **－.０４２ 　－.０６０ 　.００３ 　－.１９３ * .２６１ **

.１４０ 　.１７２ * .１６５ 　.１６６ * .０６５ 　.３０８ **－.０３８ 　１ 　

.３２７ **.２７５ **.２８７ **.１８２ * .２０６ * .０４４ 　１ 　－.０３８ 　

.１５０ 　.３００ **.３８１ **.４６３ **.１０１ 　１ 　.０４４ 　.３０８ **

.２２７ **.３０６ **.２１８ * .１７３ * １ 　.１０１ 　.２０６ * .０６５ 　

.２９０ **.３３５ **.４０４ **１ 　.１７３ * .４６３ **.１８２ * .１６６ * 

.１０８ 　.３４４ **１ 　.４０４ **.２１８ * .３８１ **.２８７ **.１６５ 　

.５４６ **１ 　.３４４ **.３３５ **.３０６ **.３００ **.２７５ **.１７２ * 
１ 　.５４６ **.１０８ 　.２９０ **.２２７ **.１５０ 　.３２７ **.１４０ 　

.４００ **.３６８ **.２６２ **.２９８ **.１１１ 　.２６４ **.１９０ * －.００９ 　

.３６０ **.４１４ **.５９１ **.３５８ **.２７０ **.２８０ **.２５３ **.３４４ **

.２２０ **.３１３ **.１９３ * .１７９ * .１１６ 　.１５５ 　.１７６ * .３６４ **

.２４３ **.２５２ **－.０３９ 　－.０２５ 　.１８１ * .０６９ 　.２３６ **.２０５ * 

.３４９ **.４２５ **.２８４ **.１５５ 　.２３１ **.２１３ * .３４２ **.２０６ * 

.４５８ **.４３８ **.３４９ **.４１８ **.２６９ **.３５４ **.２７４ **.３１０ **

.０８２ 　.２９５ **.４７１ **.２３０ **.１２７ 　.３８３ **.０７８ 　.３２０ **

.２７７ **.２４９ **.４５０ **.２４７ **.０３５ 　.３６９ **.２５２ **.２５０ **
－.４３０ **－.４９５ **－.４９６ **－.３１３ **－.２５５ **－.２２２ **－.３１４ **－.０７７ 　
－.２５４ **－.３１７ **－.１９８ * .０２８ 　－.１３３ 　－.１８８ * －.１９５ * －.１５１ 　
－.３５２ **－.３４２ **－.２９１ **－.１２６ 　－.２５７ **－.０９５ 　－.３９８ **－.２２３ **
－.１９２ * －.１６２ 　.０３３ 　－.００５ 　－.０４１ 　－.０９４ 　－.０６７ 　－.２５５ **

.３４１ **.４９６ **.６８１ **.５８９ **.２６６ **.６４０ **.２３８ **.５８９ **

.６７５ **.６８８ **.３９５ **.３３９ **.４９９ **.３０８ **.５６５ **.２１３ * 

.０５６ 　.１１８ 　.２２４ **.３４１ **.１４２ 　.２７３ **.０５２ 　.１３７ 　
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Q４０Q３９Q３８Q３７Q３６Q３５Q３４Q３３
－.２１１ * －.２２２ **－.２３５ **－.１８８ * －.１３９ 　－.２４３ **－.３４５ **－.１５８ 　Q１
－.２２１ **－.２３０ **－.４１３ **－.２６３ **－.３２４ **－.２４２ **－.２９２ **－.２３０ **Q２
－.３４０ **－.１９３ * －.２６９ **－.１７０ * －.１５１ 　－.２１７ * －.２２８ **－.２０７ * Q３
－.０９８ 　－.３５１ **－.１６９ * －.０９５ 　－.３１０ **－.２２４ **－.１９６ * .００７ 　Q４
－.１２３ 　－.２６５ **－.１１１ 　－.０８３ 　－.４１３ **－.０７８ 　－.０１５ 　.１６４ 　Q５
－.２９０ **－.２３１ **－.１７７ * －.１１６ 　－.００４ 　－.１１３ 　－.３１０ **－.２１９ **Q６
－.３２３ **－.３０６ **－.３１２ **－.３００ **－.１９５ * －.２９７ **－.２９４ **－.１５２ 　Q７
－.１９３ * －.２４２ **－.１８６ * －.２６７ **－.２４１ **－.０８７ 　－.２２２ **－.１９６ * Q８
－.１２７ 　－.２５５ **－.１２４ 　－.１７９ * －.１７２ * －.２０７ * －.０７７ 　－.０６９ 　Q９
－.０５９ 　－.２６１ **－.１０４ 　－.１０５ 　－.５５４ **－.１４５ 　.０１５ 　.０９８ 　Q１０
－.０６８ 　.００３ 　－.１９８ * －.１５７ 　－.１３８ 　－.０２８ 　－.１２９ 　－.１５７ 　Q１１
－.２１３ * －.００９ 　－.２４０ **－.０４３ 　－.３１６ **－.０８２ 　－.１５８ 　－.１１１ 　Q１２

.０３３ 　.０４０ 　.０８２ 　－.１４９ 　－.０４７ 　－.０４５ 　－.０９４ 　－.０１９ 　Q１３
－.０２２ 　－.０６９ 　－.１００ 　－.１７９ * －.５１３ **.００１ 　.１５２ 　.０３０ 　Q１４
－.０４４ 　－.２０８ * －.２１０ * －.０７５ 　－.３５６ **－.１３２ 　－.０１０ 　－.０３６ 　Q１５
－.０４３ 　－.１６１ 　－.１０８ 　－.０６３ 　－.２６８ **－.０２８ 　.０５４ 　－.１８０ * Q１６
－.０５４ 　－.０８２ 　－.２４２ **－.１６１ 　－.２５７ **.０５５ 　－.１２７ 　－.１６７ * Q１７
－.２０４ *－.４３８ **－.２７８ **－.０５７ 　－.４００ **－.２０８ * －.１２４ 　－.０４６ 　Q１８
－.３４２ **－.２３４ **－.２９１ **－.４１３ **－.４２９ **－.２３２ **－.２４１ **－.２４５ **Q１９
－.３０７ **－.１３０ 　－.２５３ **－.３２３ **－.１４２ 　－.１７２ *－.２６３ **－.１９２ * Q２０
－.３０６ **－.２３０ **－.３７４ **－.４０８ **－.１７５ * －.２４９ **－.４６６ **－.２７６ **Q２１
－.２１３ * －.２９４ **－.２６４ **－.２６８ **－.３３５ **－.１３２ 　－.１５２ 　－.１６７ * Q２２
－.１６３ 　－.２５１ **－.２５７ **－.２１８ **－.３４５ **－.１７５ * －.１４６ 　－.１６９ * Q２３
－.０３７ 　.０２１ 　－.０９２ 　－.０５８ 　－.０２１ 　.１０１ 　.０６８ 　－.１４２ 　Q２４

.２５０ **.３２０ **.３１０ **.２０６ * .２０５ * .３６４ **.３４４ **－.００９ 　Q２５

.２５２ **.０７８ 　.２７４ **.３４２ **.２３６ **.１７６ * .２５３ **.１９０ * Q２６

.３６９ **.３８３ **.３５４ **.２１３ * .０６９ 　.１５５ 　.２８０ **.２６４ **Q２７

.０３５ 　.１２７ 　.２６９ **.２３１ **.１８１ * .１１６ 　.２７０ **.１１１ 　Q２８

.２４７ **.２３０ **.４１８ **.１５５ 　－.０２５ 　.１７９ * .３５８ **.２９８ **Q２９

.４５０ **.４７１ **.３４９ **.２８４ **－.０３９ 　.１９３ * .５９１ **.２６２ **Q３０

.２４９ **.２９５ **.４３８ **.４２５ **.２５２ **.３１３ **.４１４ **.３６８ **Q３１

.２７７ **.０８２ 　.４５８ **.３４９ **.２４３ **.２２０ **.３６０ **.４００ **Q３２

.２５０ **.１３５ 　.３６３ **.３４１ **.１５７ 　.１３４ 　.１６２ 　１ 　Q３３

.４００ **.４４５ **.４２２ **.３３８ **－.００４ 　.４０４ **１ 　.１６２ 　Q３４

.３１７ **.２５７ **.３３２ **.３３６ **.２３４ **１ 　.４０４ **.１３４ 　Q３５

.１７７ * .１５９ 　.２４９ **.４３１ **１ 　.２３４ **－.００４ 　.１５７ 　Q３６

.３９８ **.２４３ **.３５１ **１ 　.４３１ **.３３６ **.３３８ **.３４１ **Q３７

.４３５ **.２８９ **１ 　.３５１ **.２４９ **.３３２ **.４２２ **.３６３ **Q３８

.３４７ **１ 　.２８９ **.２４３ **.１５９ 　.２５７ **.４４５ **.１３５ 　Q３９
１ 　.３４７ **.４３５ **.３９８ **.１７７ * .３１７ **.４００ **.２５０ **Q４０

－.３９９ **－.２９８ **－.４４１ **－.３２４ **－.２１６ * －.２４１ **－.４５８ **－.３７７ **自　決
－.３０７ **－.３７７ **－.３４３ **－.３４９ **－.３７２ **－.２６２ **－.２２７ **－.２４４ **適　性
－.２８４ **－.２０１ * －.３６１ **－.３７０ **－.４１８ **－.２０２ * －.３２４ **－.２７７ **傾　倒
－.１３５ 　－.３７１ **－.２２５ **－.１３１ 　－.５７８ **－.１７９ * －.０３８ 　.０５５ 　挑　戦

.５４９ **.６４９ **.６６３ **.４１６ **.１６８ * .５８４ **.７４９ **.３０５ **退　屈

.５３８ **.３１０ **.５８５ **.７３４ **.５５９ **.３８５ **.４６１ **.５７５ **ワクワク

.１４３ 　.００７ 　.１２５ 　.１５２ 　－.２７６ **.１６５ 　.２５０ **.１５５ 　全　体
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全体ワクワク退屈挑戦傾倒適性自決
.２９３ **－.２９４ **－.２８６ **.０８５ 　.３７７ **.４５８ **.６７１ **
.３７２ **－.４１４ **－.３６０ **.３４７ **.６９２ **.４８１ **.４７２ **
.２８２ **－.２９６ **－.３２０ **.３４１ **.３２３ **.３４０ **.５３３ **
.４４６ **－.１８４ * －.２７２ **.７０３ **.３３１ **.３６６ **.２４８ **
.４５７ **－.１２４ 　－.１４６ 　.７５９ **.１４４ 　.３１１ **.１７０ * 
.１１７ 　－.２３２ **－.２９４ **.０１０ 　.２９８ **.２１６ * .５４０ **
.３６９ **－.２９６ **－.３９４ **.２２６ **.４６９ **.７０１ **.５０９ **
.３７０ **－.３７５ **－.２６３ **.３０４ **.７１６ **.４１３ **.３６６ **
.４２１ **－.２０１ * －.１４０ 　.２５３ **.３６１ **.６３３ **.２８３ **
.５４４ **－.２０３ * －.１０８ 　.８３３ **.２８１ **.３４５ **.１８４ * 
.３４９ **－.２６３ **－.０６４ 　.０３０ 　.６４８ **.３８０ **.３２３ **
.２３２ **－.３２２ **－.１４９ 　.２１１ * .５６４ **.１６２ 　.２８４ **

－.００８ 　－.０５１ 　－.０３６ 　－.１７４ * .２６０ **.０４８ 　.０１３ 　
.３５３ **－.２１５ * .０２１ 　.６４６ **.１５４ 　.１９０ * .０４１ 　
.４１１ **－.２２１ **－.１４４ 　.６７２ **.２２５ **.３４０ **.１７６ * 
.４３９ **－.２０４ * .０３７ 　.３８１ **.１７７ * .５３３ **.１９５ * 
.１１４ 　－.３２４ **－.１６７ * .１３９ 　.１７４ * .１７７ * .４７３ **
.２４１ **－.２１７ * －.２９６ **.６３２ **.１９５ * .２８４ **.０７１ 　
.２３５ **－.４９８ **－.３４５ **.３２８ **.６２０ **.３９８ **.３７４ **
.１２９ 　－.３９７ **－.２４９ **.０３８ 　.３３３ **.４８１ **.３８１ **
.１０７ 　－.５５１ **－.４３６ **.１５２ 　.４１２ **.４８４ **.５９５ **
.３５１ **－.３４５ **－.２７９ **.３１２ **.３５７ **.７３２ **.３２７ **
.３９９ **－.２９３ **－.２５６ **.３９９ **.３６１ **.６７２ **.２９１ **
.１２７ 　－.１７２ * .０２８ 　－.０８１ 　.１５２ 　.０７８ 　.４２１ **
.１３７　.２１３ * .５８９ **－.２５５ **－.２２３ **－.１５１ 　－.０７７ 　
.０５２ 　.５６５ **.２３８ **－.０６７ 　－.３９８ **－.１９５ * －.３１４ **
.２７３ **.３０８ **.６４０ **－.０９４ 　－.０９５ 　－.１８８ * －.２２２ **
.１４２ 　.４９９ **.２６６ **－.０４１ 　－.２５７ **－.１３３ 　－.２５５ **
.３４１ **.３３９ **.５８９ **－.００５ 　－.１２６ 　.０２８ 　－.３１３ **
.２２４ **.３９５ **.６８１ **.０３３ 　－.２９１ **－.１９８ * －.４９６ **
.１１８ 　.６８８ **.４９６ **－.１６２ 　－.３４２ **－.３１７ **－.４９５ **
.０５６ 　.６７５ **.３４１ **－.１９２ * －.３５２ **－.２５４ **－.４３０ **
.１５５ 　.５７５ **.３０５ **.０５５ 　－.２７７ **－.２４４ **－.３７７ **
.２５０ **.４６１ **.７４９ **－.０３８ 　－.３２４ **－.２２７ **－.４５８ **
.１６５ 　.３８５ **.５８４ **－.１７９ * －.２０２ * －.２６２ **－.２４１ **
－.２７６ **.５５９ **.１６８ * －.５７８ **－.４１８ **－.３７２ **－.２１６ * 

.１５２ 　.７３４ **.４１６ **－.１３１ 　－.３７０ **－.３４９ **－.３２４ **

.１２５ 　.５８５ **.６６３ **－.２２５ **－.３６１ **－.３４３ **－.４４１ **

.００７ 　.３１０ **.６４９ **－.３７１ **－.２０１ * －.３７７ **－.２９８ **

.１４３ 　.５３８ **.５４９ **－.１３５ 　－.２８４ **－.３０７ **－.３９９ **

.３０１ **－.５７６ **－.４８４ **.２０１ * .５３０ **.５３５ **１ 　

.５７０ **－.４４９ **－.３３４ **.４１９ **.５５１ **１ 　.５３５ **

.４５４ **－.５４８ **－.３５０ **.３０８ **１ 　.５５１ **.５３０ **

.５７８ **－.２５８ **－.２２１ **１ 　.３０８ **.４１９ **.２０１ * 

.２９９ **.５７７ **１ 　－.２２１ **－.３５０ **－.３３４ **－.４８４ **

.１１９ 　１ 　.５７７ **－.２５８ **－.５４８ **－.４４９ **－.５７６ **
１ 　.１１９ 　.２９９ **.５７８ **.４５４ **.５７０ **.３０１ **
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　表２-２　韓国　相関分析

Q８Q７Q６Q５Q４Q３Q２Q１
.３４９ **.３６７ **.１８５ * .３０８ **.２７０ **.２５４ **.３３７ **１ 　Q１
.４２７ **.２８４ **.１５１ 　.２７７ **.３３９ **.２８２ **１ 　.３３７ **Q２
.３５２ **.２８５ **.００２ 　.１８０ * .４９７ **１ 　.２８２ **.２５４ **Q３
.４７８ **.３０１ **－.０２７ 　.２９７ **１ 　.４９７ **.３３９ **.２７０ **Q４
.３３２ **.１９３ * .１４８ 　１ 　.２９７ **.１８０ * .２７７ **.３０８ **Q５
.１９５ * .２２６ **１ 　.１４８ 　－.０２７ 　.００２ 　.１５１ 　.１８５ * Q６
.４０６ **１ 　.２２６ **.１９３ * .３０１ **.２８５ **.２８４ **.３６７ **Q７
１ 　.４０６ **.１９５ * .３３２ **.４７８ **.３５２ **.４２７ **.３４９ **Q８

.４１６ **.２７３ **.１４０ 　.４４４ **.４７２ **.２１８ * .４９５ **.２１９ * Q９

.３４８ **.２６０ **.０３７ 　.０５５ 　.２６６ **.２４１ **.０７８ 　.１５５ 　Q１０

.４１３ **.２９９ **.２０８ * .１２７ 　.３４５ **.３００ **.４４８ **.１４４ 　Q１１

.３５４ **.２５１ **.１３５ 　.０４４ 　.３６４ **.５５９ **.２６７ **.１５５ 　Q１２
－.０９３ 　－.００８ 　.０３５ 　.０００ 　.０１７ 　－.２３８ **－.０９０ 　.０７１ 　Q１３

.１７３ * .１１０ 　.１２５ 　.１５０ 　.２３６ **.２０３ * .０２５ 　.１５０ 　Q１４

.０９７ 　.１２９ 　.０３２ 　.０９６ 　.２８４ **.１４８ 　.１７１ 　.０７２ 　Q１５

.１７５ * .１５６ 　.０４１ 　.１０８ 　.２５６ **.２８１ **.１９０ * .１４０ 　Q１６

.０４１ 　.１４０ 　－.０７３ 　.００９ 　.０８７ 　.２１８ * －.００４ 　－.１０６ 　Q１７

.０６３ 　.１１２ 　.１９３ * .０２６ 　.１２６ 　.０２１ 　.０９９ 　.０４８ 　Q１８

.２５４ **.１５０ 　.０６５ 　.１４５ 　.１８４ * .１３１ 　.０７２ 　.００６ 　Q１９

.２５７ **.１７９ * .０３４ 　.１７０ 　.２２３ * .２７５ **.１３５ 　.１７４ * Q２０

.１４５ 　.１７１ 　.０３７ 　.０９５ 　.３０９ **.２５４ **.１１３ 　.０７８ 　Q２１

.１６３ 　.１１８ 　.１４３ 　－.０４８ 　.２７３ **.１５７ 　.０５６ 　.０３３ 　Q２２

.１４６ 　.２０７ * .２２１ * －.００７ 　.１９６ * .２８１ **.１０７ 　.１４４ 　Q２３

.１７７ * .１１４ 　.０４５ 　－.０４４ 　.２５８ **.１９８ * .１２０ 　.０８２ 　Q２４
－.０３９ 　－.００９ 　.００７ 　.１１０ 　－.０４３ 　.１１２ 　.１１５ 　.０２６ 　Q２５
－.２７０ **－.１９８ * －.０３８ 　.０６０ 　－.２５６ **－.２２１ * .０４０ 　－.１５０ 　Q２６
－.２５８ **－.３１９ **－.０４６ 　.０１７ 　－.３０６ **－.１７２ * －.１６１ 　－.２２２ * Q２７
－.１３８ 　－.１１６ 　.００１ 　－.０６６ 　－.１２０ 　－.０９１ 　－.０８８ 　－.０４１ 　Q２８
－.０６４ 　－.２１１ * －.１５０ 　－.０３８ 　－.０１５ 　－.０１３ 　－.００２ 　－.０１７ 　Q２９
－.１４６ 　－.１５５ 　－.０８４ 　－.０８５ 　－.０９０ 　.１４０ 　－.２６４ **－.１１８ 　Q３０
－.３３５ **－.２７８ **－.０６２ 　－.０９２ 　－.３４０ **－.４０７ **－.１４１ 　－.１７１ * Q３１
－.２５７ **－.３１６ **－.２１１ * －.１０３ 　－.２６５ **－.３２４ **－.１３４ 　－.１４３ 　Q３２
－.１７１ * －.０９９ 　－.０５１ 　.１９７ * －.１７２ 　－.１３５ 　－.０４６ 　－.０４０ 　Q３３
－.１０５ 　－.３０４ **－.２３４ **－.１０６ 　－.１４９ 　－.１９０ * －.１８０ * －.０２２ 　Q３４
－.２０１ * －.２８４ **－.１４９ 　－.０２３ 　－.１８４ * －.２２２ * －.２４８ **－.２２０ * Q３５
－.２４１ **－.２０４ * －.０９３ 　－.１７５ * －.３０７ **－.２６０ **－.０５７ 　－.１６６ 　Q３６
－.２４９ **－.０９６ 　－.１３４ 　－.１１７ 　－.２１３ * －.２０６ * －.２２５ **－.２３０ **Q３７
－.２０３ * －.２７０ **－.０７４ 　－.１９４ * －.２２６ * －.１７３ * －.１１１ 　－.２１９ * Q３８
－.２９２ **－.２０６ * －.２７１ **－.１６８ 　－.１２１ 　－.０９７ 　－.２０７ * －.１９１ * Q３９
－.２０５ * －.１９４ * －.０３８ 　－.０７９ 　－.２１０ * －.２１４ * －.１８９ * －.２２１ * Q４０

.４０９ **.３９９ **.４１４ **.２０１ * .４５０ **.６１８ **.３０９ **.４７１ **自　決

.４２９ **.５６２ **.２４１ **.２５５ **.４８０ **.４１４ **.３５４ **.３０７ **適　性

.７３２ **.４１８ **.２４５ **.２８０ **.５２２ **.４２６ **.６５３ **.３２７ **傾　倒

.４１１ **.３２１ **.１４８ 　.４３１ **.６２１ **.３６３ **.２７６ **.２８２ **挑　戦
－.２８５ **－.３９３ **－.２０６ * －.１０９ 　－.２４５ **－.１５５ 　－.２３８ **－.２１５ * 退　屈
－.３９３ **－.３１３ **－.１２４ 　－.０８７ 　－.３９５ **－.３９１ **－.１７８ * －.２４５ **ワクワク

.３６６ **.２５３ **.２０６ * .３２９ **.４３１ **.３７４ **.３６０ **.２６３ **全　体

 ** 相関係数は １% 水準で有意 （両側） です。
  * 相関係数は ５% 水準で有意 （両側） です。
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Q１６Q１５Q１４Q１３Q１２Q１１Q１０Q９
.１４０ 　.０７２ 　.１５０ 　.０７１ 　.１５５ 　.１４４ 　.１５５ 　.２１９ * 
.１９０ * .１７１ 　.０２５ 　－.０９０ 　.２６７ **.４４８ **.０７８ 　.４９５ **
.２８１ **.１４８ 　.２０３ * －.２３８ **.５５９ **.３００ **.２４１ **.２１８ * 
.２５６ **.２８４ **.２３６ **.０１７ 　.３６４ **.３４５ **.２６６ **.４７２ **
.１０８ 　.０９６ 　.１５０ 　.０００ 　.０４４ 　.１２７ 　.０５５ 　.４４４ **
.０４１ 　.０３２ 　.１２５ 　.０３５ 　.１３５ 　.２０８ * .０３７ 　.１４０ 　
.１５６ 　.１２９ 　.１１０ 　－.００８ 　.２５１ **.２９９ **.２６０ **.２７３ **
.１７５ * .０９７ 　.１７３ * －.０９３ 　.３５４ **.４１３ **.３４８ **.４１６ **
.１８５ * .２００ * .１０９ 　.０５３ 　.１１２ 　.３４４ **.１５９ 　１ 　
.１４７ 　.３２９ **.４８７ **－.１６２ 　.２４７ **.１４８ 　１ 　.１５９ 　
.２０４ * .２１５ * .１２７ 　.００３ 　.２０９ * １ 　.１４８ 　.３４４ **
.４７２ **.２１０ * .２９４ **－.１７４ * １ 　.２０９ * .２４７ **.１１２ 　

－.０９３ 　－.０７６ 　－.１２４ 　１ 　－.１７４ * .００３ 　－.１６２ 　.０５３ 　
.２４９ **.２５３ **１ 　－.１２４ 　.２９４ **.１２７ 　.４８７ **.１０９ 　
.４４３ **１ 　.２５３ **－.０７６ 　.２１０ * .２１５ * .３２９ **.２００ * 
１ 　.４４３ **.２４９ **－.０９３ 　.４７２ **.２０４ * .１４７ 　.１８５ * 

.１７８ * .０１１ 　.０６８ 　－.１４０ 　.３１５ **－.０３０ 　.０２２ 　－.０２１ 　

.１６６ 　.２３４ **.０３１ 　－.００７ 　.０９５ 　.００８ 　.１６７ 　.０８７ 　

.０１６ 　－.０３９ 　.１７２ * .０９４ 　.０８６ 　.１４７ 　.２２２ * .２２９ **

.０３７ 　.０９７ 　.１１２ 　.０４１ 　.１４１ 　.３４０ **.１６６ 　.３０２ **

.２５７ **.３９５ **.１１２ 　－.０８１ 　.３０２ **.２４１ **.１８９ * .２０９ * 

.３８７ **.２１９ * .３２２ **.０００ 　.３３７ **.２９８ **.２５５ **.１６１ 　

.２９６ **.２７７ **.３２５ **.０４２ 　.４７０ **.２３３ **.３５３ **.０５４ 　

.０９５ 　－.００７ 　.２０２ * －.２０２ * .３２０ **.１３２ 　.１１８ 　－.０２５ 　

.０７９ 　.０９０ 　.０９０ 　－.０６６ 　.０４１ 　.０３２ 　.１１６ 　.１０５ 　
－.０７４ 　－.０４９ 　－.２０３ * －.０３３ 　－.３８４ **－.０６３ 　－.１７４ * .０１７ 　

.０４２ 　.０７３ 　.０１０ 　－.０３７ 　－.２１４ * －.０４４ 　－.１９６ * －.１２４ 　
－.０９１ 　.０００ 　－.１２３ 　.０７４ 　－.２０５ * .００６ 　－.０７５ 　－.０５５ 　

.１１１ 　.１３１ 　.０８９ 　－.０４８ 　－.０８５ 　.１８２ * －.１０５ 　.０５７ 　

.０４９ 　.０３９ 　.１７１ 　－.２５１ **.１２５ 　－.１４１ 　.１０８ 　－.０６０ 　
－.１３３ 　－.０７５ 　－.２９９ **.１１６ 　－.４４１ **－.１９１ * －.２３１ **－.１１９ 　
－.２３０ **－.０５１ 　－.３４９ **.０５３ 　－.４５７ **－.０７０ 　－.２５５ **－.２００ * 
－.１４５ 　.０５８ 　－.１５５ 　.０１４ 　－.３１２ **－.１４８ 　－.０３１ 　.０１５ 　

.０３７ 　－.０７３ 　.０７５ 　.０４２ 　－.０７０ 　－.１３１ 　－.０３０ 　－.１０５ 　

.０５５ 　－.０２２ 　.０２０ 　.０４４ 　－.１５２ 　－.０３１ 　.０２０ 　－.１１１ 　
－.１９２ * －.２７１ **－.５１３ **－.０１９ 　－.３０４ **－.１５０ 　－.４６６ **－.１２４ 　
－.１７６ * －.０９９ 　－.１７３ * .０４５ 　－.２３９ **－.１０９ 　－.３２４ **－.１９７ * 

.０２９ 　.０３９ 　－.１３９ 　.００８ 　－.１９８ * －.００７ 　－.２３８ **－.１３４ 　

.１００ 　－.０６４ 　.０６６ 　－.０４０ 　－.００８ 　－.１１４ 　－.０５７ 　－.１１４ 　
－.２４４ **－.１４５ 　－.１２７ 　－.０１９ 　－.２９４ **－.２９１ **－.１４７ 　－.２３８ **

.３０７ **.１７４ * .２８５ **－.１５８ 　.５６７ **.３２４ **.２４１ **.２３８ **

.５７５ **.３８６ **.３４９ **－.００８ 　.４８０ **.４７９ **.３７０ **.５６４ **

.２９０ **.１６８ 　.２０７ * .２０６ * .５１８ **.６７７ **.２７８ **.５０３ **

.３７５ **.６３４ **.５８９ **－.０９８ 　.３５３ **.２５３ **.６５９ **.３８６ **

.０８８ 　.０２７ 　.０８４ 　－.０７１ 　－.１３９ 　－.０４４ 　－.１０１ 　－.１１６ 　
－.２８１ **－.１２９ 　－.４１０ **.０５１ 　－.５５９ **－.２０７ * －.３５５ **－.１９３ * 

.４６６ **.４６１ **.３５９ **－.０３３ 　.３３０ **.４９５ **.３４０ **.４５８ **
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Q２４Q２３Q２２Q２１Q２０Q１９Q１８Q１７
.０８２ 　.１４４ 　.０３３ 　.０７８ 　.１７４ * .００６ 　.０４８ 　－.１０６ 　Q１
.１２０ 　.１０７ 　.０５６ 　.１１３ 　.１３５ 　.０７２ 　.０９９ 　－.００４ 　Q２
.１９８ * .２８１ **.１５７ 　.２５４ **.２７５ **.１３１ 　.０２１ 　.２１８ * Q３
.２５８ **.１９６ * .２７３ **.３０９ **.２２３ * .１８４ * .１２６ 　.０８７ 　Q４

－.０４４ 　－.００７ 　－.０４８ 　.０９５ 　.１７０ 　.１４５ 　.０２６ 　.００９ 　Q５
.０４５ 　.２２１ * .１４３ 　.０３７ 　.０３４ 　.０６５ 　.１９３ * －.０７３ 　Q６
.１１４ 　.２０７ * .１１８ 　.１７１ 　.１７９ * .１５０ 　.１１２ 　.１４０ 　Q７
.１７７ * .１４６ 　.１６３ 　.１４５ 　.２５７ **.２５４ **.０６３ 　.０４１ 　Q８

－.０２５ 　.０５４ 　.１６１ 　.２０９ * .３０２ **.２２９ **.０８７ 　－.０２１ 　Q９
.１１８ 　.３５３ **.２５５ **.１８９ * .１６６ 　.２２２ * .１６７ 　.０２２ 　Q１０
.１３２ 　.２３３ **.２９８ **.２４１ **.３４０ **.１４７ 　.００８ 　－.０３０ 　Q１１
.３２０ **.４７０ **.３３７ **.３０２ **.１４１ 　.０８６ 　.０９５ 　.３１５ **Q１２
－.２０２ * .０４２ 　.０００ 　－.０８１ 　.０４１ 　.０９４ 　－.００７ 　－.１４０ 　Q１３

.２０２ * .３２５ **.３２２ **.１１２ 　.１１２ 　.１７２ * .０３１ 　.０６８ 　Q１４
－.００７ 　.２７７ **.２１９ * .３９５ **.０９７ 　－.０３９ 　.２３４ **.０１１ 　Q１５

.０９５ 　.２９６ **.３８７ **.２５７ **.０３７ 　.０１６ 　.１６６ 　.１７８ * Q１６

.３７２ **.２４６ **.２２４ * .０７１ 　.０２１ 　.００８ 　.１０２ 　１ 　Q１７

.００３ 　.１５０ 　.０２９ 　.１８３ * －.０５３ 　－.１８５ * １ 　.１０２ 　Q１８

.１０８ 　.０７５ 　.１１２ 　.１５７ 　.３３９ **１ 　－.１８５ * .００８ 　Q１９
－.０２９ 　.３０５ **.２１７ * .２９９ **１ 　.３３９ **－.０５３ 　.０２１ 　Q２０

.１３７ 　.２６２ **.３５８ **１ 　.２９９ **.１５７ 　.１８３ * .０７１ 　Q２１

.２４８ **.５７３ **１ 　.３５８ **.２１７ * .１１２ 　.０２９ 　.２２４ * Q２２

.１８９ * １ 　.５７３ **.２６２ **.３０５ **.０７５ 　.１５０ 　.２４６ **Q２３
１ 　.１８９ * .２４８ **.１３７ 　－.０２９ 　.１０８ 　.００３ 　.３７２ **Q２４

－.０３７ 　.１１８ 　－.０７９ 　.０２８ 　.０３４ 　.１０７ 　.０８１ 　.０６５ 　Q２５
－.４０９ **－.２８４ **－.１９０ * －.１４６ 　－.１０７ 　－.１１８ 　－.０４７ 　－.２５６ **Q２６
－.２５８ **－.１４５ 　－.０８３ 　.０３２ 　－.０１０ 　.０４８ 　－.２３６ **－.１０５ 　Q２７
－.３９４ **－.０１２ 　－.１４３ 　－.０９７ 　.１５２ 　.０３８ 　－.０５８ 　－.１０４ 　Q２８
－.３６９ **－.１１７ 　－.０２３ 　.１１０ 　.２０３ * .００１ 　－.１１６ 　－.２８２ **Q２９
－.０７１ 　.００４ 　－.０２４ 　.０３２ 　－.０１３ 　－.０８８ 　.０４４ 　－.０１４ 　Q３０
－.３０６ **－.３８７ **－.２８２ **－.３２８ **－.３００ **－.２４３ **－.０８７ 　－.３４５ **Q３１
－.３８９ **－.３８１ **－.３８７ **－.２２４ * －.０３７ 　－.１７７ * －.１６２ 　－.２８０ **Q３２
－.１９５ * －.１３６ 　－.１５６ 　－.０７０ 　－.０１２ 　－.０３１ 　.０１６ 　－.３０３ **Q３３
－.０８０ 　－.０７６ 　.０３６ 　－.２１３ * －.０４５ 　－.００８ 　－.２６６ **－.０４０ 　Q３４
－.１９９ * .０３１ 　.１６７ 　.００３ 　.００５ 　.１５３ 　－.２３０ **－.１６３ 　Q３５
－.２３５ **－.３３３ **－.３１０ **－.１１３ 　－.０４０ 　－.０２４ 　－.０６３ 　－.１８３ * Q３６
－.１４５ 　－.１５０ 　－.１５９ 　－.１０４ 　－.０６０ 　－.００２ 　－.１４５ 　.００５ 　Q３７
－.２１６ * －.１９５ * －.０６９ 　.０２８ 　.０２５ 　.０４８ 　－.１３５ 　－.１４０ 　Q３８

.１２７ 　.０８３ 　.１３９ 　－.０６２ 　.０４１ 　.０５１ 　－.２４８ **.０８３ 　Q３９
－.２０６ * －.１９８ * －.２１７ * －.３７６ **－.２９４ **－.０７９ 　－.０９５ 　－.０７０ 　Q４０

.５９７ **.４１７ **.３７４ **.５００ **.２７５ **.１６０ 　.１５２ 　.４７１ **自　決

.１６５ 　.６５４ **.６６７ **.４４４ **.５３９ **.２４７ **.１５１ 　.２１４ * 適　性

.２０８ * .３１９ **.２９２ **.２６７ **.３８４ **.５０７ **.０１３ 　.０４６ 　傾　倒

.１４０ 　.３７７ **.３０５ **.３６４ **.１９３ * .１４０ 　.４９４ **.１０８ 　挑　戦
－.２３５ **－.０８５ 　.０１８ 　－.０１２ 　.０５７ 　.０７３ 　－.２５９ **－.１５３ 　退　屈
－.５０２ **－.３９２ **－.３９７ **－.３０３ **－.１３４ 　－.１３２ 　－.１３１ 　－.３３４ **ワクワク

.０１３ 　.３９５ **.４０１ **.４０５ **.４６２ **.３４７ **.１０５ 　.０４７ 　全　体
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Q３２Q３１Q３０Q２９Q２８Q２７Q２６Q２５
－.１４３ 　－０.１７１ * －０.１１８ 　－０.０１７ 　－０.０４１ 　－０.２２２ * －０.１５０ 　０.０２６ 　
－.１３４ 　－.１４１ 　－.２６４ **－.００２ 　－.０８８ 　－.１６１ 　.０４０ 　.１１５ 　
－.３２４ **－.４０７ **.１４０ 　－.０１３ 　－.０９１ 　－.１７２ * －.２２１ * .１１２ 　
－.２６５ **－.３４０ **－.０９０ 　－.０１５ 　－.１２０ 　－.３０６ **－.２５６ **－.０４３ 　
－.１０３ 　－.０９２ 　－.０８５ 　－.０３８ 　－.０６６ 　.０１７ 　.０６０ 　.１１０ 　
－.２１１ * －.０６２ 　－.０８４ 　－.１５０ 　.００１ 　－.０４６ 　－.０３８ 　.００７ 　
－.３１６ **－.２７８ **－.１５５ 　－.２１１ * －.１１６ 　－.３１９ **－.１９８ * －.００９ 　
－.２５７ **－.３３５ **－.１４６ 　－.０６４ 　－.１３８ 　－.２５８ **－.２７０ **－.０３９ 　
－.２００ * －.１１９ 　－.０６０ 　.０５７ 　－.０５５ 　－.１２４ 　.０１７ 　.１０５ 　
－.２５５ **－.２３１ **.１０８ 　－.１０５ 　－.０７５ 　－.１９６ * －.１７４ * .１１６ 　
－.０７０ 　－.１９１ * －.１４１ 　.１８２ * .００６ 　－.０４４ 　－.０６３ 　.０３２ 　
－.４５７ **－.４４１ **.１２５ 　－.０８５ 　－.２０５ * －.２１４ * －.３８４ **.０４１ 　

.０５３ 　.１１６ 　－.２５１ **－.０４８ 　.０７４ 　－.０３７ 　－.０３３ 　－.０６６ 　
－.３４９ **－.２９９ **.１７１ 　.０８９ 　－.１２３ 　.０１０ 　－.２０３ * .０９０ 　
－.０５１ 　－.０７５ 　.０３９ 　.１３１ 　.０００ 　.０７３ 　－.０４９ 　.０９０ 　
－.２３０ **－.１３３ 　.０４９ 　.１１１ 　－.０９１ 　.０４２ 　－.０７４ 　.０７９ 　
－.２８０ **－.３４５ **－.０１４ 　－.２８２ **－.１０４ 　－.１０５ 　－.２５６ **.０６５ 　
－.１６２ 　－.０８７ 　.０４４ 　－.１１６ 　－.０５８ 　－.２３６ **－.０４７ 　.０８１ 　
－.１７７ * －.２４３ **－.０８８ 　.００１ 　.０３８ 　.０４８ 　－.１１８ 　.１０７ 　
－.０３７ 　－.３００ **－.０１３ 　.２０３ * .１５２ 　－.０１０ 　－.１０７ 　.０３４ 　
－.２２４ * －.３２８ **.０３２ 　.１１０ 　－.０９７ 　.０３２ 　－.１４６ 　.０２８ 　
－.３８７ **－.２８２ **－.０２４ 　－.０２３ 　－.１４３ 　－.０８３ 　－.１９０ * －.０７９ 　
－.３８１ **－.３８７ **.００４ 　－.１１７ 　－.０１２ 　－.１４５ 　－.２８４ **.１１８ 　
－.３８９ **－.３０６ **－.０７１ 　－.３６９ **－.３９４ **－.２５８ **－.４０９ **－.０３７ 　
－.０７７ 　－.２４７ **.２２２ * .１０７ 　.０８４ 　.１９１ * .０４３ 　１ 　

.３２２ **.３６９ **－.０３２ 　.０９３ 　.３５７ **.４１２ **１ 　.０４３ 　

.３８２ **.１８８ * .１５４ 　.４２８ **.２３１ **１ 　.４１２ **.１９１ * 

.３９４ **.１９３ * －.１０８ 　.２５８ **１ 　.２３１ **.３５７ **.０８４ 　

.４０９ **.０５２ 　.１５４ 　１ 　.２５８ **.４２８ **.０９３ 　.１０７ 　

.００４ 　－.１０１ 　１ 　.１５４ 　－.１０８ 　.１５４ 　－.０３２ 　.２２２ * 

.３７９ **１ 　－.１０１ 　.０５２ 　.１９３ * .１８８ * .３６９ **－.２４７ **
１ 　.３７９ **.００４ 　.４０９ **.３９４ **.３８２ **.３２２ **－.０７７ 　

.２２０ * .２２４ * .０８１ 　.０６８ 　.２０１ * .１０１ 　.４６１ **.０６５ 　

.０８９ 　.２０４ * .１０２ 　.２１３ * －.０８０ 　.１６３ 　－.０１０ 　.０６５ 　

.１６４ 　.１０６ 　.０８９ 　.２６８ **.１００ 　.３２３ **.２３３ **.０７６ 　

.４２３ **.３０２ **－.１３７ 　.２０７ * .２８５ **.２２４ **.２０４ * －.０６６ 　

.２８０ **－.００６ 　.０３２ 　.１７９ * .２２１ * .２７２ **.２８９ **.０１４ 　

.４３９ **.１８１ * .１２４ 　.５１０ **.２０５ * .４９５ **.２６３ **.０３３ 　

.０８１ 　.０１３ 　.１８１ * .０９２ 　.０８５ 　.１６２ 　.０９４ 　.１２６ 　

.１０７ 　.１７８ * .０８４ 　－.０２４ 　.１００ 　.０６４ 　.１１７ 　－.００６ 　
－.５０４ **－.５３０ **－.０２８ 　－.２２１ * －.２３６ **－.２４３ **－.３８６ **.０８１ 　
－.４５２ **－.４１６ **－.０４８ 　－.００４ 　－.０９８ 　－.１８４ * －.２２６ **.０７５ 　
－.３１６ **－.３７９ **－.２２６ * .００３ 　－.０９９ 　－.１９４ * －.２４７ **.０６１ 　
－.３５２ **－.３１９ **.０４７ 　－.０３７ 　－.１１６ 　－.１９７ * －.２０４ * .１４２ 　

.３５０ **.０８５ 　.４３４ **.６４０ **.１７８ * .６４７ **.２４６ **.３８１ **

.６７０ **.５５２ **－.０４４ 　.２７６ **.６４６ **.４０５ **.６６７ **－.０２７ 　
－.０６３ 　－.２６３ **.１０９ 　.３８０ **.２２８ **.２４５ **.０９１ 　.３１３ **
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Q４０Q３９Q３８Q３７Q３６Q３５Q３４Q３３
－.２２１ * －.１９１ * －.２１９ * －.２３０ **－.１６６ 　－.２２０ * －.０２２ 　－.０４０ 　Q１
－.１８９ * －.２０７ * －.１１１ 　－.２２５ **－.０５７ 　－.２４８ **－.１８０ * －.０４６ 　Q２
－.２１４ * －.０９７ 　－.１７３ * －.２０６ * －.２６０ **－.２２２ * －.１９０ * －.１３５ 　Q３
－.２１０ * －.１２１ 　－.２２６ * －.２１３ * －.３０７ **－.１８４ * －.１４９ 　－.１７２ 　Q４
－.０７９ 　－.１６８ 　－.１９４ * －.１１７ 　－.１７５ * －.０２３ 　－.１０６ 　.１９７ * Q５
－.０３８ 　－.２７１ **－.０７４ 　－.１３４ 　－.０９３ 　－.１４９ 　－.２３４ **－.０５１ 　Q６
－.１９４ * －.２０６ * －.２７０ **－.０９６ 　－.２０４ * －.２８４ **－.３０４ **－.０９９ 　Q７
－.２０５ * －.２９２ **－.２０３ * －.２４９ **－.２４１ **－.２０１ * －.１０５ 　－.１７１ * Q８
－.２３８ **－.１１４ 　－.１３４ 　－.１９７ * －.１２４ 　－.１１１ 　－.１０５ 　.０１５ 　Q９
－.１４７ 　－.０５７ 　－.２３８ **－.３２４ **－.４６６ **.０２０ 　－.０３０ 　－.０３１ 　Q１０
－.２９１ **－.１１４ 　－.００７ 　－.１０９ 　－.１５０ 　－.０３１ 　－.１３１ 　－.１４８ 　Q１１
－.２９４ **－.００８ 　－.１９８ * －.２３９ **－.３０４ **－.１５２ 　－.０７０ 　－.３１２ **Q１２
－.０１９ 　－.０４０ 　.００８ 　.０４５ 　－.０１９ 　.０４４ 　.０４２ 　.０１４ 　Q１３
－.１２７ 　.０６６ 　－.１３９ 　－.１７３ * －.５１３ **.０２０ 　.０７５ 　－.１５５ 　Q１４
－.１４５ 　－.０６４ 　.０３９ 　－.０９９ 　－.２７１ **－.０２２ 　－.０７３ 　.０５８ 　Q１５
－.２４４ **.１００ 　.０２９ 　－.１７６ * －.１９２ * .０５５ 　.０３７ 　－.１４５ 　Q１６
－.０７０ 　.０８３ 　－.１４０ 　.００５ 　－.１８３ * －.１６３ 　－.０４０ 　－.３０３ **Q１７
－.０９５ 　－.２４８ **－.１３５ 　－.１４５ 　－.０６３ 　－.２３０ **－.２６６ **.０１６ 　Q１８
－.０７９ 　.０５１ 　.０４８ 　－.００２ 　－.０２４ 　.１５３ 　－.００８ 　－.０３１ 　Q１９
－.２９４ **.０４１ 　.０２５ 　－.０６０ 　－.０４０ 　.００５ 　－.０４５ 　－.０１２ 　Q２０
－.３７６ **－.０６２ 　.０２８ 　－.１０４ 　－.１１３ 　.００３ 　－.２１３ * －.０７０ 　Q２１
－.２１７ * .１３９ 　－.０６９ 　－.１５９ 　－.３１０ **.１６７ 　.０３６ 　－.１５６ 　Q２２
－.１９８ * .０８３ 　－.１９５ * －.１５０ 　－.３３３ **.０３１ 　－.０７６ 　－.１３６ 　Q２３
－.２０６ * .１２７ 　－.２１６ * －.１４５ 　－.２３５ **－.１９９ * －.０８０ 　－.１９５ * Q２４
－.００６ 　.１２６ 　.０３３ 　.０１４ 　－.０６６ 　.０７６ 　.０６５ 　.０６５ 　Q２５

.１１７ 　.０９４ 　.２６３ **.２８９ **.２０４ * .２３３ **－.０１０ 　.４６１ **Q２６

.０６４ 　.１６２ 　.４９５ **.２７２ **.２２４ **.３２３ **.１６３ 　.１０１ 　Q２７

.１００ 　.０８５ 　.２０５ * .２２１ * .２８５ **.１００ 　－.０８０ 　.２０１ * Q２８
－.０２４ 　.０９２ 　.５１０ **.１７９ * .２０７ * .２６８ **.２１３ * .０６８ 　Q２９

.０８４ 　.１８１ * .１２４ 　.０３２ 　－.１３７ 　.０８９ 　.１０２ 　.０８１ 　Q３０

.１７８ * .０１３ 　.１８１ * －.００６ 　.３０２ **.１０６ 　.２０４ * .２２４ * Q３１

.１０７ 　.０８１ 　.４３９ **.２８０ **.４２３ **.１６４ 　.０８９ 　.２２０ * Q３２

.０９１ 　.２３６ **.１４６ 　.３１２ **.１０３ 　.１６０ 　－.１４８ 　１ 　Q３３

.１８１ * .２０５ * .２４０ **－.１５３ 　.０２４ 　.４１３ **１ 　－.１４８ 　Q３４

.１３９ 　.３２１ **.３４９ **.１５５ 　.０４０ 　１ 　.４１３ **.１６０ 　Q３５

.１０６ 　.０３９ 　.３６７ **.３０４ **１ 　.０４０ 　.０２４ 　.１０３ 　Q３６

.１５０ 　.２４７ **.２２９ **１ 　.３０４ **.１５５ 　－.１５３ 　.３１２ **Q３７
－.０１０ 　.２００ * １ 　.２２９ **.３６７ **.３４９ **.２４０ **.１４６ 　Q３８
－.０５８ 　１ 　.２００ * .２４７ **.０３９ 　.３２１ **.２０５ * .２３６ **Q３９
１ 　－.０５８ 　－.０１０ 　.１５０ 　.１０６ 　.１３９ 　.１８１ * .０９１ 　Q４０

－.３９８ **－.１１４ 　－.２４０ **－.２６３ **－.３４５ **－.３１８ **－.２５１ **－.２４５ **自　決
－.３９６ **.００７ 　－.１７４ * －.２３６ **－.３３１ **－.０４５ 　－.１２９ 　－.１３５ 　適　性
－.３２７ **－.１８３ * －.１３２ 　－.２４２ **－.２４１ **－.１２８ 　－.１３３ 　－.２１１ * 傾　倒
－.２１１ * －.１８３ * －.２６２ **－.３１７ **－.５００ **－.１４１ 　－.１５９ 　－.０３７ 　挑　戦

.０８０ 　.４９１ **.６６９ **.２２１ * .１７３ * .６４９ **.５３４ **.１５５ 　退　屈

.４０７ **.１４９ 　.３９３ **.５３９ **.５８９ **.２２４ * .０１９ 　.５３８ **ワクワク
－.２３０ **.１５６ 　.２５１ **.００７ 　－.１２７ 　.２２１ * .０４０ 　.１３７ 　全　体
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全体ワクワク退屈挑戦傾倒適性自決
.２６３ **－.２４５ **－.２１５ * .２８２ **.３２７ **.３０７ **.４７１ **
.３６０ **－.１７８ * －.２３８ **.２７６ **.６５３ **.３５４ **.３０９ **
.３７４ **－.３９１ **－.１５５ 　.３６３ **.４２６ **.４１４ **.６１８ **
.４３１ **－.３９５ **－.２４５ **.６２１ **.５２２ **.４８０ **.４５０ **
.３２９ **－.０８７ 　－.１０９ 　.４３１ **.２８０ **.２５５ **.２０１ * 
.２０６ * －.１２４ 　－.２０６ * .１４８ 　.２４５ **.２４１ **.４１４ **
.２５３ **－.３１３ **－.３９３ **.３２１ **.４１８ **.５６２ **.３９９ **
.３６６ **－.３９３ **－.２８５ **.４１１ **.７３２ **.４２９ **.４０９ **
.４５８ **－.１９３ * －.１１６ 　.３８６ **.５０３ **.５６４ **.２３８ **
.３４０ **－.３５５ **－.１０１ 　.６５９ **.２７８ **.３７０ **.２４１ **
.４９５ **－.２０７ * －.０４４ 　.２５３ **.６７７ **.４７９ **.３２４ **
.３３０ **－.５５９ **－.１３９ 　.３５３ **.５１８ **.４８０ **.５６７ **

－.０３３ 　.０５１ 　－.０７１ 　－.０９８ 　.２０６ * －.００８ 　－.１５８ 　
.３５９ **－.４１０ **.０８４ 　.５８９ **.２０７ * .３４９ **.２８５ **
.４６１ **－.１２９ 　.０２７ 　.６３４ **.１６８ 　.３８６ **.１７４ * 
.４６６ **－.２８１ **.０８８ 　.３７５ **.２９０ **.５７５ **.３０７ **
.０４７ 　－.３３４ **－.１５３ 　.１０８ 　.０４６ 　.２１４ * .４７１ **
.１０５ 　－.１３１ 　－.２５９ **.４９４ **.０１３ 　.１５１ 　.１５２ 　
.３４７ **－.１３２ 　.０７３ 　.１４０ 　.５０７ **.２４７ **.１６０ 　
.４６２ **－.１３４ 　.０５７ 　.１９３ * .３８４ **.５３９ **.２７５ **
.４０５ **－.３０３ **－.０１２ 　.３６４ **.２６７ **.４４４ **.５００ **
.４０１ **－.３９７ **.０１８ 　.３０５ **.２９２ **.６６７ **.３７４ **
.３９５ **－.３９２ **－.０８５ 　.３７７ **.３１９ **.６５４ **.４１７ **
.０１３ 　－.５０２ **－.２３５ **.１４０ 　.２０８ * .１６５ 　.５９７ **
.３１３ **－.０２７ 　.３８１ **.１４２ 　.０６１ 　.０７５ 　.０８１ 　
.０９１ 　.６６７ **.２４６ **－.２０４ * －.２４７ **－.２２６ **－.３８６ **
.２４５ **.４０５ **.６４７ **－.１９７ * －.１９４ * －.１８４ * －.２４３ **
.２２８ **.６４６ **.１７８ * －.１１６ 　－.０９９ 　－.０９８ 　－.２３６ **
.３８０ **.２７６ **.６４０ **－.０３７ 　.００３ 　－.００４ 　－.２２１ * 
.１０９ 　－.０４４ 　.４３４ **.０４７ 　－.２２６ * －.０４８ 　－.０２８ 　
－.２６３ **.５５２ **.０８５ 　－.３１９ **－.３７９ **－.４１６ **－.５３０ **
－.０６３ 　.６７０ **.３５０ **－.３５２ **－.３１６ **－.４５２ **－.５０４ **

.１３７ 　.５３８ **.１５５ 　－.０３７ 　－.２１１ * －.１３５ 　－.２４５ **

.０４０ 　.０１９ 　.５３４ **－.１５９ 　－.１３３ 　－.１２９ 　－.２５１ **

.２２１ * .２２４ * .６４９ **－.１４１ 　－.１２８ 　－.０４５ 　－.３１８ **
－.１２７ 　.５８９ **.１７３ * －.５００ **－.２４１ **－.３３１ **－.３４５ **

.００７ 　.５３９ **.２２１ * －.３１７ **－.２４２ **－.２３６ **－.２６３ **

.２５１ **.３９３ **.６６９ **－.２６２ **－.１３２ 　－.１７４ * －.２４０ **

.１５６ 　.１４９ 　.４９１ **－.１８３ * －.１８３ * .００７ 　－.１１４ 　
－.２３０ **.４０７ **.０８０ 　－.２１１ * －.３２７ **－.３９６ **－.３９８ **

.４２４ **－.６１７ **－.２９７ **.４２８ **.５００ **.５６７ **１ 　

.６７８ **－.４８５ **－.１２４ 　.５５８ **.６００ **１ 　.５６７ **

.５７３ **－.４３３ **－.２０３ * .４０４ **１ 　.６００ **.５００ **

.５６７ **－.４２９ **－.１９０ * １ 　.４０４ **.５５８ **.４２８ **

.３８３ **.３１８ **１ 　－.１９０ * －.２０３ * －.１２４ 　－.２９７ **
－.０２９ 　１ 　.３１８ **－.４２９ **－.４３３ **－.４８５ **－.６１７ **
１ 　－.０２９ 　.３８３ **.５６７ **.５７３ **.６７８ **.４２４ **
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２）　ILM-J，LBS-J の平均値からの日韓比較

　ILM-J（余暇に関する自発性の状況）と LBS-J（余暇における退屈さの状

況）の平均値の算出方法は，ILM-Jが設問１～２４までの合計値を出し平均し

たものであり，LBS-Jが設問２５～４０までの合計値を出し平均したものである。

①日本調査における ILM-J，LBS-J の平均値をみると ILM-J は日本の場合

が，３.１６と余暇に対する自発性が比較的強いと考えられる結果が得られ

た。このことから推察すると現在取り組んでいるものや興味を持ち始め

たものがあるために，平均値がやや高い傾向を示したと考えられる。ま

た，前向きな自発性のため，潜在的に余暇に対する余裕があるものと考

えられる。

② LBS-J の平均値をみると日韓ともに２.５程度である。この結果から分か

ることは，余暇における退屈感があまりないということである。ILM-J

がやや高いこともあり，平均的に現在取り組んでいるものや興味を持ち

始めたものがあり，余暇生活の援助は必要としていないケースが多いと

考えられる。また，余暇の認識がさらに向上することで，退屈間が解消

されると思われる。

③韓国の調査における ILM-J，LBS-J の平均値は，ILM-J が３.９７と余暇に対

する自発性が強いことが分かった。特に日本より現在取り組んでいるも

のが多くあために，平均値が高い傾向を示したと考えられる。また，

LBS-J は日本と同様に２.５７であった。

④上記のこのことから判断すると日本より韓国の学生のほうが自己管理能

力が十分にあり，余暇生活援助は特に必要ない学生が多いと考えられる。

しかし，さらなる自己開発が可能な状態でもあり，その意味では個人を

対象にした余暇生活の援助，日韓の交流に適した余暇開発事業を展開す

る要素は十分にあることが分かった。

３）　尺度の信頼性測定

　Cronbach の a 係数が日本０.６５０，韓国０.６２３と両国ほぼ同レベルとなっ
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ており全体に対しての内的一貫性に対する信頼性は高いとは言い切れない

結果となった。しかし下位尺度ごとでみると日本の「挑戦」「退屈」「ワク

ワク」，韓国の「ワクワク」についての内的一貫性に対する信頼性は高い

ことが認められた。また両国ともに低かった下位尺度は「自決」となって

おり，野村ら及び Weissinger らの調査においても同様の傾向が見られるこ

とからこれについては尺度策定の再検討も考慮に入れるべきであろう。

４）　因子分析

　野村ら（１９９６）や Weissinger ら（１９９５）の研究を参考に日本と韓国の

データから，固有値１.０以上をとる因子抽出による因子分析を行い，因子抽

出後の共通性，バリマックス直交回転を行った後の８つの各因子の固有値

と寄与率及び累積％を示したものである。その結果日本と韓国では抽出因

子の順序や因子そのものが異なるものの，日本版では全分散の６２.８％が，

韓国版では６０.９％が説明されることとなった。

①　日本版について

　日本のデータからは第１因子として「達成感」のようなものが挙げられ

表３　尺度全体，下位尺度ごとの平均，標準偏差，a 係数

韓国
n ＝１３３

日本
n ＝１４２

asd平均asd平均

.６２３.２６７２.９９.６５０.２４７２.９１全　　体

.４９４.５８９３.４７.５４５.５９５３.３５自　　決

.６４８.６５０３.２７.６９３.６２５２.８５適　　性

.５６３.６００３.１３.６３２.６２２３.２３傾　　倒

.５９９.６８０３.２６.８０８.７９９３.１８挑　　戦

.６８９.６６３２.６６.７９２.６６９２.５７退　　屈

.７１０.６６６２.４５.７４６.６３８２.５２ワクワク

sd：標準偏差　　　a：Cronbach’s coefficient alpha
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る。余暇活動とは“遊び”的な要素が大きいものとはいえその活動を通し

て自分の能力がさらに熟練度を増したことを感じるような「手応え」や「や

りがい」があるものを好むようである。単なる時間つぶしのような真剣さ

や手応えがないようなものでは余暇を充実させるという意識にはなりにく

く，これは裏を返せば活動対象として何らかのかたちで「達成感」を得ら

れるようなものを好む傾向があることを示唆しているのではないかと推測

される。次いで第２因子として余暇は「退屈」「無駄」「やることが不明」

などが挙げられている。「余暇」の定義として“生活のための時間とは別

の時間”ということを調査票のはじめに注意書きをしてはいたものの，「余

暇」の概念や意識を持って実際に計画的に日々の時間の中に組み込んでい

るわけではないことに起因していると推測される。普段の生活の中で「生

活のための時間」と「余暇時間」を明確に区別して過ごしている人はまだ

そう多くないことから「余暇＝余った時間」といったイメージがあるよう

である。よって余暇時間をいかに作り出しいかに過ごそうとするか，はっ

きり自己把握されていない人の層，言わば余暇に対して能動性の弱い層の

存在があることが推測される。そして第３因子として，はっきり自己把握

をして余暇活動を自分の意思決定に基づいて有意義に過ごしている前述の

第２因子と対極的な余暇に対する能動性が高い「余暇満喫者層」の存在が

浮かび上がっている。第４因子として「ワクワク」「好奇心を刺激」など余

暇に「生活の“スパイス”」のようなものを求めることが挙がっている。

そして第５因子として余暇に「打ち込む」「生活の中心」など「没頭」が

挙げられる。ここまでの第１～第５因子までで「余暇」に対する意識の半

分を説明することができる。そして以下寄与率はあまり高くはないが第６

因子として自分の能力を発見しそれが自分の自信につながるなど「自己発

見」，第７因子に「寝る」「ダラダラする」なども含めて余暇に何をするか

自分のしたいことを自分で選択して自由に行う「選択自由」，第８因子と

して自分の意識の中で確固たる考えを持つ「自律性」が挙げられる結果を

得た。
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②　韓国版について

　韓国データからは，第１因子として没頭する，努力する，自己コント

ロールができる，独立性や有能性を自負するなど，一見バラバラな要素が

挙がっているように思えるが，自分の「能力を自負」するような項目軸と

してとらえることができる。自分の思い描いたとおりの余暇活動に打ち込

み没頭できるような環境をつくること，その環境づくりを実現させること

は，彼らにとって自分の有能さを表現することに値するのかもしれない。

さらにあくまで仮定であるが，もう一歩展開すると，自己の有能さを表現

することにより自己の内的コミュニケーションとして“他者からの「有能

な私」へのまなざし”を感じることで「満足」や「誇り」を得ているのか

もしれない。第２因子として把握，やりがい，能力，自信，発見などのキー

ワードが挙がり，アグレッシブな姿勢をもって努力することで自己実現を

繰り返しながら人生を歩むという，言わば「自己実現積極型」タイプの存

在がうかがえ，これは第１因子とも近いイメージを抱くことができる。そ

して第３因子として退屈，したいが不明，寝る，興味なし，無駄などのキー

ワードより，余暇時間の充実を自らはかるという意味での能動性が弱く，

日本の第２因子とも似ているが，やはり生活時間と余暇時間を区別して特

別何か目的を持って行うということではなく，前述の第２因子の対極とい

て「余暇行動消極型」の存在があることを推測することができる。第４因

子として手応え，チャレンジなど「挑戦」が，第５因子として「ワクワク」

が挙がり，第６因子として自由選択，自己優先など「自己選択」因子が挙

がっている。ここまでの第１～第６因子までで余暇に対する意識の約５０％

を説明することができる。そして以下，寄与率はあまり高くはないが，第

７因子として余暇時間の未設計，第８因子として自律性，努力など余暇に

対する「積極志向」が挙げられる。
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表４-１　日本　因子負荷量

共通性
因子８因子７因子６因子５因子４因子３因子２因子１

自律性選択の
自由性

自己
発見没頭生活の

スパイス
自己把握
能力

余暇の
区別なし達成感

.９７４４－.０５２３－.０３１９.０５８８.０８３３－.０５４０.１２１１－.０７３１.９６８１挑戦

.７１３５.００８２.０１８７－.０１２４.０９２４－.０４９５.１０５４.００８３.８３１１Q１０ 手応え活動好む

.６４４６－.０１０１－.０６８１.０１９６－.０６９４.０５１０.１４０９－.０８１９.７７８１Q５　能力超活動好む

.６２３８.０６０４.２１６７.１３６４.０８６２－.１１４２－.２２８９.１１６６.６８４２Q１４ 挑戦意欲

.５３２１－.１６４７.０６９８.１９９９.１４３５－.０５２３.０４３０－.０１０４.６５９５Q１５ やりがい好む

.６２４５－.０４７１－.１９２１－.１７７３.０９６０－.０６５５.３４６４－.１２８１.６３５６Q４　実力発揮努力

.６８４４－.２７０４－.００５６－.２６３９－.１８１６.３７４４.０４３２－.０７７６－.６００４Q３６ 新チャレンジ好き

.４３５４－.０９０１－.１５６４.１３４４.０１７１.０００２.０８１８－.２１１４.５７７２Q１８ 難しい余暇嫌い

.９８０４.０４４６.２１３３.１３１３.２７６７.２４６６.５６０５.３８２４.５６３８全体

.４９９６－.２４６７.１９９３.３１３９－.０７４５－.１６５１.３２８１.１８６１.３５４１Q１６ 自己有能性体感

.９５８２－.０９４１.１６７７－.０４１７－.０７１５.３１６０－.１６３０.８７８９－.１２４４退屈

.５９１８－.０３３３－.０１７３－.２７６３.１０５２.０２４５.０６９６.７０１７－.０７１６Q２７ 退屈なもの

.６９４０－.１９１０－.２１２２.１０６６－.０７１３.１６１６－.２４８９.７００８.１２９５Q３０ やること不明

.５９６３.０２４１－.２５２２－.００３３－.１１５１.０９３４.２１００.６８１２.０４３９Q２９ 余暇は無駄

.６７３６－.００９９.１５８２.１５９９－.１６１２.３３０２－.３０３１.６２６０.０６４５Q３４ したいが不明

.５９１０－.０４５４.０８９８－.０２９７.１４３３.１１４４－.２４７９.６０５１－.３４４６Q３９ 技能少ない

.４７１８－.０３０４.０３７５－.２０７２－.０９８３.２１３２－.１６２９.５８７０－.０１７２Q４０ 常にすることあり

.５７２４.１４０４.０２８５－.２１４１－.２３９６.４０８５－.０６８４.５１３１－.１１７６Q３８ 興味なし

.３８３４－.０６９２.０７４１.０１７０.３３１１.０４８４.３２２１－.３８８９－.０７７０Q６　思う過ごし方不可

.９５３５.１２８６.０３４２.５１４８.０７１０－.２６５０.６９１０－.０９１８.３３１１適性

.６８１３.２７７４－.０３４４.１８９４.０９１２－.０５２２.６８８８－.２５４３.１３０６Q７　余暇有効活用可

.５８５９.０７７７－.１８５４.０７４２.０９５３－.１６７５.６７８４.１０３０.１７８９Q９　余暇達人の評価

.５３５３－.０８５０.０１９８.０６３２.２４５８－.０８９６.６３３７－.２３１６－.００９８Q１　自分の思い描くとおり

.８９７９－.０７１７.４３８０.０３０２.２９９３－.２９６７.５８６４－.４１０９.０９９１自決

.３９１６－.１１６０.１０２８－.０５５８.１０７８－.０３９６.４２２０－.３１６７.２７００Q３　余暇考えあり

.９３９７－.０６５７－.１０１７－.２５１７－.２９９１.７８９６－.０７６２.３４３２－.１５８７ワクワク　

.５３７６－.１０９９－.０５３７.２８３４－.０９５２.６４９１－.０６５２.０３６３－.０８０１Q２８ ワクワク沢山

.６４３８－.３３３５.０４１０－.２６０２－.０２９７.６３４３－.０７３５.２３０１－.０４１０Q３７ 余暇は活動的

.６０５３.１７０９－.０５５３－.０３９７－.１２５６.６３０１－.１４６４.３５９３－.０９０７Q３１ 好奇心刺激

.５７３６－.０２８２.１０５８.０８１２.１２７４－.５６６８.４１９８－.２００９.０３１４Q２１ 充実手段を把握

.６７５３.３５８８－.０５３７－.２３６２－.３６２３.５６５３.００７８.１６８０－.０９３８Q３２ 余暇体験人生で重要

.４７８７.１６２９.２４５９.１１６９－.０５８９－.４７３７.３６９２－.０８５３－.０８１２Q２０ 余暇得意

.６４６８－.１４９１.０１７９－.０１２５.７５９４－.１２４８.００３１－.０２０３.１７６９Q１２ 余暇人生で重要

.９５７２.３４３２.０３６６.１１３５.７５４７－.２５１９.３６９０－.１３３５.１９５５傾倒

.５３６３.０４６８.１１２９.１１４０.５６１２－.１８０９.３６９２.１１３５－.１０７０Q１１ 余暇が生活中心

.５９７７.２９９０.０９０２－.００７１.５５８７－.０９６７.２４９１－.１８１７.２８９１Q８　余暇に没頭

.５９３６.０８７０－.１８２４.１６１７.４９３７－.１５９４.３９９４－.１８０９.２５５４Q２　余暇にも打ち込む

.４０５１－.０７４０－.２３６９－.１０９６－.４０１９.３９５０.０４９７.１０７１.０００７Q２６ 没頭できる

.７０４２.１０８７－.０５２１.６７０３.０５６５－.１６６２.２９６２－.１４８３.３１６０Q２２ 余暇自信付与

.６８５０.０９３５－.０４３４.６４６３.１６２５.００３３.２４７８－.１３８６.３８６９Q２３ 自己能力発見

.５００８.０６３５－.１９２７－.４４４１－.２１８６.３４２４－.００８２.２６９２.１５７７Q３３ 余暇はワクワク

.５３９４－.０６１４.６９８４.０１６１.１４３８－.１２４９.０６２４－.０３６７－.０７８３Q２４ 自己最優先

.６００７.１６６２.６５９８－.０２９６.００６８－.２５２１－.０１００－.１６１５.２１７１Q１７ 余暇は自由選択

.６２１９－.２７９９.５０１６.０５１２－.０７００.１０５３.０３６３.４５５２－.２５４７Q２５ ダラダラ

.４５１６－.０４１１.４１２１－.０２４３.０１４４.３６４２－.２１２６.３０５７－.０８９３Q３５ 寝る

.３９２９.５６３９－.０３６９.０６０２.０４１６－.０３１１.０４８９－.０３４２－.２５２３Q１３ 余暇より他重要

.５３２４.４３０４.１３０４.０７７６.２８８６－.３１３６.１６５０－.１６５７.２９６４Q１９ 余暇妥協しない
２９.５１０３１.５７６６２.２３０８２.２４８３３.２４７６４.４０５９４.４８７１５.３７３０５.９４１０固有値

３.３５４.７５４.７８６.９１９.３７９.５５１１.４３１２.６４寄与率（%）
６２.７９５９.４３５４.６９４９.９０４２.９９３３.６２２４.０７１２.６４累積

因子抽出法：主成分分析　回転法：Kaiser の正規化を伴わないバリマックス法
a ９回の反復で回転が収束しました。
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表４-２　韓国　因子負荷量

共通性
因子８因子７因子６因子５因子４因子３因子２因子１

自律性未設計自己
選択ワクワク挑戦余暇行動

消極的
自己実現
積極的

有能さ
自負

.８６５４.１９７４－.１９７９.１４８９－.１５９９.０８３４－.０３８８.３０３５.７９９３傾倒

.５８１７－.１２８９.０５９４.０４２４－.１０８４－.１２６３－.０８３９.１６７６.７０４９Q２　余暇にも打ち込む

.６１４７.１１００－.０５３３.０４８２－.２２５４.１６３１－.２０１９.０８７０.６８６８Q８　余暇に没頭

.５１４６.０３６４－.０１８７－.１００２－.０３４２.１４７９.００９４.１９３１.６６５２Q９　余暇達人の評価

.４８２０.０１１２.１０４１－.００２５.１１５４.３１９６－.０１０７－.１１５９.５８４８Q５　能力超活動好む

.９５５９.０４９８.１０５７.０６３９.３４６４.２６０５.３８０６.５４８５.５５１９全体

.５６１４.１１７６－.１３３６.０９８４－.１４０３－.０５６５.１３２１.４５０２.５２６４Q１１ 余暇が生活中心

.３８１２－.２０８２－.１０４０－.０３８５－.１０１１.１０７１－.１８０２.０４７５.５１８８Q１　自分の思い描くとおり

.４７８９－.０１１３－.１６６３.２７３９.０１２６.１２３９－.３４０３.１６９６.４６４８Q７　余暇有効活用可

.６２４９.２１６９.４３２８.１９５２－.０６７１.０３３２－.２４８２.２６６６.４６２８Q３　余暇考えあり

.５８６３.３０６１.１２０９－.０２８４－.１６５５.２９２１－.２４７７.３０１７.４６０５Q４　実力発揮努力

.５１５９.１７３５.１０２８－.００６１.０２１３.０３２７－.１６８１.６５６７.１１９３Q２１ 充実手段を把握

.８７８８.００８０－.１７９７.２６４３－.００７６.３１１６－.００２１.６５３５.５０２５適性

.６２０９－.１２９６.２１７０－.１５７５.０１８１.３７１８.０６４３.６２０４.０６８３Q１５ やりがい好む

.５７３２－.２７６９.１６５０.１１１７－.０７７４.１５７５.１６２３.５９１９.２２２１Q１６ 余暇から自己有能体感

.４１３４－.０２３０.０８９８－.０７８２.１８６０.０６２９.０８２７－.５８５１－.１０４６Q４０ 常にすることあり

.６７０３－.０５４０－.３０８７.３３５０－.０７６４.３２９５.１６７５.５６２１.０３７６Q２２ 余暇自信付与

.６４６９－.０７１０－.２０４６.３７９６.０８４８.３６６０－.０２８７.５４４８.１３０８Q２３ 自己能力発見

.５９３７.００７９.２４４６.３９４２－.２６７９.１４２９－.１３９８.４２２６.２９６７Q１２ 余暇人生で重要

.９７０７.０８８２.２５１１－.１５２１.２０９４－.０４９７.８９７１.０３６２－.１５５８退屈

.６９６１－.０１２１－.１２４１－.１５９２－.３３５５.０３３９.６９５２－.２３００－.０７３２Q３４ したいが不明

.６２０２.１３３０－.１９７８－.１３５０.２３１８.１３７０.６７３６－.０３８７－.１３２３Q３５ 寝る

.５８５８－.０８４０.１９１４－.０７６８.３５５７－.２１２８.５９３６.０４５７－.０９９４Q２７ 退屈なもの

.６１４２.０１３４.１０７４－.１９７９.２０６１－.３７４４.５６０８.２００２－.１６１６Q３８ 興味なし

.６７１３.１５９４.２３５６－.４４２８.０７６３－.１６１０.５１１９.３１２５.０５３３Q２９ 余暇は無駄

.５０７２.２５７４－.０２９５.２５８７.２３９２.０１１１.４３５８.０６１９－.３４９４Q３９ 技能少ない

.９２５３－.０４８９.２１５４－.０４２１－.０４２４.７４６９－.１７３７.４０１４.３５１８挑戦

.５９６５.０９２７.００５５－.０３９１－.０２８５.７２２７－.１３０７.１７０７.１３０８Q１０ 手応え活動好む

.６０９６.０１９５－.０２５４－.１９９８.２２８１－.７０８８.０７２４－.０３６１－.０８７６Q３６ 新チャレンジ好き

.５８４０.００２７.０８７６.１３９０－.１２３５.７０６９.１３７１.１２９６.０８０２Q１４ 挑戦意欲

.９３０１－.０１１８－.０３００－.３３１９.７３５８－.３７４３.２１３０－.２０３６－.２２４８ワクワク

.５７００.０００８.０３７６－.１６５６.７０５２.１２３８.０１０４－.１０３９－.１３２６Q３３ 余暇はワクワク

.５７９５－.２２０６－.００４７－.１７９５.６４３７－.１３８１.２０２５－.１５２６－.０２９８Q２６ 没頭できる

.４５７６.０６５２－.０９０４－.１９２１.５９８４－.１５２５.０９８６.１３０９.０１１６Q２８ ワクワク沢山

.５６５７.２５２１.０５７８.２１５４.５７０１－.２３８７.０９３７－.０５４９－.２４２１Q３７ 余暇は活動的

.５７８５－.０１９６.１７４５.７１１５－.１４６１－.０１７７－.０４５９.１２２５－.０５２６Q１７ 余暇は自由選択

.５５０９.０６１３.０５４７.６１９０－.３３９５.０８６４－.１８１４.０５０５－.０５２５Q２４ 自己最優先

.８２２９－.１３０４.１３６３.５４７７－.１６０８.１０２８－.３２１５.３９００.４４２２自決

.６０５４－.２９８８－.２８２０－.４７７９.０６６１－.２２０９.１５３８－.１７８４－.３１５６Q３１ 好奇心刺激

.５９２４.０８９９.０８１３－.４７１６.２７６９－.３９８３.２７６６－.０１３５－.２０８１Q３２ 余暇体験人生で重要

.４６０４.００２７.５８６０－.０６２１.０４６２.１８４７.１９４３－.０４３２－.１９３１Q３０ やること不明

.３６２０.０４４８－.５６３６－.１７９２.０６１９.０１５４.０２５３－.０２８７.０６８２Q１３ 余暇より他重要

.４８１０－.０７０５.４３５６.１７４７.１６７４.１３９４.３６１０－.１２１９.２５１３Q２５ ダラダラ

.５８７６－.５９５３－.２４５０.１７９３.１４２５.０６６５－.１３６１.０３４０.３１１０Q６　思う過ごし方不可

.５３１４.５２７８－.２２５８.１３０２.１４０４.１６６８.１３９４－.０５３８.３３９２Q１９ 余暇妥協しない

.５１９５.４５５７－.１４８７－.０１４５.０８１５.０４７１.０６２１.４２６４.３０８３Q２０ 余暇得意

.４９８７－.３９１１.２１８０－.０５３２.０２３３.２３７２－.３８２０.３０３１－.０２５８Q１８ 難しい余暇不快
２８.６３５０１.７７３４２.１０８８３.１３９６３.３８３６３.８２７１４.２２９１４.６０２７５.５７０６固有値

３.７７４.４９６.６８７.２０８.１４９.００９.７９１１.８５寄与率（%）
６０.９３５７.１５５２.６７４５.９９３８.７９３０.６４２１.６５１１.８５累積

因子抽出法：主成分分析　回転法：Kaiser の正規化を伴わないバリマックス法
a  ２０ 回の反復で回転が収束しました。
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③　日韓比較からの考察

　日韓ともに「余暇」という時間に対して積極性を持って能動的に設計し

行動するタイプとそうでない消極タイプとに２分されている状況をみるこ

とができた。日本と韓国とを比較すると基本統計量などからも韓国の方が

余暇に対する積極性・能動性が強くアグレッシブであることが明らかとなっ

た。また日本と韓国は同じ東アジア文化圏に属して入るものの生活風習や

価値基準など異なった文化的側面をもっていることが改めて浮き彫りにさ

れた。人生や生活の中で何に喜びを感じるかといった点において，日本は

達成感や自己把握など他者とは関係なく「自分の心理の内側が充実」する

ことに喜びを見出す「自分軸」であるのに対し，韓国は自分の能力への自

信や自負などによる「他者から羨望される私」という点に喜びを見出す「他

人軸」であるという違いが見られた。余暇とは生活する上において絶対的

に必要なものというよりはむしろ余暇の時間をどう作りどう過ごすかなど

すべてにおいて比較的自由に選択するものであるため「自分の意思」「価

値基準」というものが最も表れやすいもののひとつであると考えられる。

日韓の「余暇に対する意識」の相違点を比較することは余暇の背景に存在

する価値意識を知るうえで大変興味深い発見を与えてくれるものであった。

４．　考　　　　　察

　野村ら （１９９６）や Weissinger ら （１９９５）の研究は「人間の内面的な余暇

欲求の個人差や余暇行動」における人間の性格と境遇との関係を明らかに

する研究を基に余暇認識を一元的に理解できる尺度（韓国版アセスメント

ツール）の試案と活用方法を構築することにあった。そこで本研究では２４

の設問からなる ILM アセスメントツールと１６設問からなる LBS アセスメ

ントツールから多面的な分析と韓国版の信頼性と妥当性，そして韓国にお

ける余暇生活意識を検証するため，調査内容は個々人の余暇に対する価値

観や方向性を明らかにするとともに，個々人に対して余暇生活の開発援助

の必要性について焦点を絞った。
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　その結果の集団的平均値からの個人分析及び日韓比較することで，日本

と韓国は同じ東アジア文化圏に属して入るものの生活風習や価値基準など

異なった文化的側面をもっていることが改めて浮き彫りにされた。

　ひとつは，韓国学生は余暇生活援助の必要性において，自己管理能力が

高く特に援助の必要性がない学生が多いことや余暇認識の退屈状態を検証

することができた。

　次に人生や生活の中での喜びや達成感を感じる点において，日本は達成

感や自己把握など他者とは関係なく「自分の心理の内側が充実」すること

に喜びを見出す「自分軸」であるのに対し，韓国は自分の能力への自信や

自負などによる「他者から羨望される私」という点に喜びを見出す「他人

軸」であるという違いが結果として得られた。

　また「尺度の信頼性」で考察したように内的一貫性に対する信頼性にお

いて高いとは言い切れない結果と下位尺度ごとでみる内的一貫性に対する

信頼性は高い結果も認められた。このことから多くの可能性は示唆された

ものの随所に改善の必要性があることもわかった。

　最後に，今後は質問項目を再検討するとともに二つのアセスメントツー

ルがいかに関連し合い信頼性の高い韓国版アセスメントツールとして韓国

における余暇開発の構築に役立てられるように調査対象を拡大させ，さら

なる個別性や特殊性の理解を追及しながら一般化に向けた検討と改善を行っ

ていきたい。

付　記

　アンケート調査にご協力下さった大学関係者・学生諸君に感謝致します。
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Summary

●●●●●●●●

―●●●●●●●●―

한국대학생 여가생활에 관한 의식의 비교검토

―― 한국판 에세스멘트 시트（평가표）의 척도개발에 관하여 ――

미야모토 신이치  히로타 토모요

　

요  약

　본연구는 오키나와현의 슬로우 라이프에 관한 연구 ［여가생활 충실화를 

위한 툴 개발에 관한 연구］에 있어서，근린제국의 여가지향을 관광에 연결

시키고자，특히 근년 한류붐으로 고조된 한국의 여가의식을 파악함과 동시

에 한국의 여가상담과 인테크 시의 에세스멘트의 중요성을 고려하여 클라

이언트의 여가생활의 현상파악과 여가생활개발원조의 방향성을 모색하기 

위한 어세스멘트 툴로서，일본과 한국의 비교연구로서 Weissinger외（１９９５）

의 ILM 한국판의 시작과 시안의 검토를 행하였다．

　그 결과，일본과 한국은 같은 동아시아문화권에 속하여 있지만，생활풍

습과 가치기준 등 다른 문화적측면을 가지고 있는 것이 다시 한 번 명확히 

나타났다．특히 인생과 생활에서의 기쁨과 달성감에 있어서，일본은 달성

감과 자기파악 등 타인과 무관하계 ［자신의 심리내면의 충실］에서 기쁨을 

얻는 ［자기축］이 존재하는 것에 반하여，한국은 자신의 능력에 대한 자신

감과 자부 등에 의한 ［타인으로부터 갈망받는 자신］이라는 점에서 기쁨을 

찾는 ［타인축］이 존재한다는 차이를 보였다．

　또한 한국판의 인자구조의 신뢰성과 개념의 타당성에 있어서，전체의 내

적 일관성에 대한 신뢰성이 높다고 단언할 수 있는 결과를 얻지 못하었지

만，하위척도별로 보이는 내적 일관성에 대한 신뢰성은 높다고 나타났다．


